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【霧島国際音楽祭35周年】



霧島で最高の音楽を

みやまコンセール開館20周年

５
月
３
日
、
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
に
天
使

の
歌
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
ウ
ィ
ー
ン
少

年
合
唱
団
。
５
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
り
、

ウ
ィ
ー
ン
の
音
楽
大
使
と
し
て
抜
群
の
人
気

と
実
力
を
兼
ね
備
え
た
プ
ロ
の
音
楽
集
団
。

世
界
的
に
有
名
な
彼
ら
の
日
本
公
演
は
全
国

の
名
だ
た
る
音
楽
施
設
で
行
わ
れ
、
そ
の
一

つ
が
私
た
ち
の
ま
ち
の
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル

で
し
た
。

終
演
後
、
合
唱
団
の
皆
さ
ん
は
「
音
の
響

き
が
素
晴
ら
し
く
、
と
て
も
歌
い
や
す
か
っ

た
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
雰
囲
気
も
最
高
で
気

に
入
り
ま
し
た
」
と
感
激
し
た
様
子
。
世
界

各
地
で
公
演
を
行
う
彼
ら
を
も
魅
了
す
る
み

や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
と
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
施

設
な
の
で
し
ょ
う
か
。

♪
響
き
に
こ
だ
わ
っ
た
奇
跡
の
ホ
ー
ル

鹿
児
島
県
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
み
や
ま

コ
ン
セ
ー
ル
。
７
７
０
席
の
主
ホ
ー
ル
は
、�

平成６年７月、牧園町に霧島国際音楽ホール、
通称「みやまコンセール」が開館して、今年で20年を迎えます。

毎年、世界的な音楽家が集う「霧島国際音楽祭」が開催される施設で、
大自然に囲まれた佇

たたず

まいは、まさに“緑の中の音楽堂”。
世界中から年間約５万人が訪れる施設ですが、

「行ったことがない」という市民も少なくありません。
そこで、今回はみやまコンセールの魅力を紹介します。

小さくても音響効果は抜群。中小
規模の演奏会に最適です。座席の
レイアウトは自由なので、利用者
の好みに応じた会場作りが可能。

グループでの音楽会や練習会場と
して使用できます。小ホールを本
会場、リハーサル室を分会場とし
た会議や研修会も開催できます。

８室もの練習室があるのは講習会
を兼ねる霧島国際音楽祭中心会場
ならでは。全室にピアノがあり、
ドラムセットやアンプが備わって
いる部屋もあります。

ガラス張りのロビーからは天気が
良いと霧島山を一望できます。コ
ンサートの合間に喫茶コーナーで
ゆっくりしながら自然を満喫しては。

敷地面積約4,000㎡。自然の傾斜
を利用した造りで、芝生に寝転
がって音楽と自然を楽しむことが
できます。昼は爽やかな空気、夜
は星空を楽しむことも。

敷地面積55,366㎡。雄大な自然
に囲まれ、霧島山を一望できる場
所にあります。

みやまコンセール

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
音
響
学
研
究
の
第
一
人

者
で
あ
る
安
藤
四よ

一い
ち

さ
ん
（
当
時
神
戸
大
学

助
教
授
）
に
よ
っ
て
、
音
響
設
計
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
上
か
ら
見
た
平
面
が“
木
の
葉
形
”

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
細
か
い
ひ
だ
の
あ
る

ホ
ー
ル
の
側
壁
、
水
平
方
向
に
６
分
割
さ
れ

た
ス
テ
ー
ジ
後
壁
の
傾
斜
、
船
底
形
の
天
井

な
ど
、
一
番
い
い
音
響
に
な
る
よ
う
に
と
緻ち

密み
つ

な
計
算
に
よ
っ
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど

の
座
席
で
も
き
れ
い
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
設

計
さ
れ
て
お
り
、「
全
て
が
Ｓ
席
」、「
奇
跡

の
ホ
ー
ル
」
と
い
う
人
も
い
る
ほ
ど
。
音
に

包
ま
れ
る
よ
う
な
立
体
感
の
あ
る
豊
か
な
響

き
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
ホ
ー
ル
で
す
。

ほ
か
に
も
約
２
０
０
人
収
容
可
能
な
小

ホ
ー
ル
、
リ
ハ
ー
サ
ル
室
、
８
つ
の
練
習
室
、

屋
外
に
は
野
外
音
楽
堂
も
あ
り
ま
す
。
周
囲

は
大
自
然
に
囲
ま
れ
、
天
気
の
い
い
日
に
ロ

ビ
ー
か
ら
見
え
る
霧
島
山
に
感
動
す
る
来
場

者
も
多
く
い
ま
す
。

毎
年
夏
に
開
催
さ
れ
る
霧
島
国
際
音
楽
祭

の
中
心
会
場
で
、
そ
の
ほ
か
に
も
ク
ラ
シ
ッ

ク
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ジ
ャ
ズ
や
三
味
線

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
催

し
も
の
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

施設紹介

主ホール（770席）
どの座席でもきれいに聞こえるように、音響学を
駆使して緻密な計算のもとつくられました。本格
的な音響を生かした演奏会などに最適です。

写真：第33回霧島国際音楽祭ファイナルコンサート

リハーサル室（約40人収容）

練習室

ロビー

野外音楽堂（約4,000人収容）

小ホール（約200人収容）

各施設は貸し出しもしていま
す。会場によって金額が異な
りますので、みやまコンセー
ルのホームページをご覧いた
だくか問い合わせください。
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ウィーン少年合唱団の歌声に酔いしれる
会場いっぱいの観客

【霧島国際音楽祭35周年】



霧島国際音楽祭牧園友の
会会長。歌うことが何より
好きで混声合唱団グリーン
エコーの団長も務める。

池田政晴さん（89）

充
実
し
た
設
備
で
素
晴
ら
し
い
音
楽
に
触

れ
ら
れ
る
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
。
し
か
し
、

そ
の
場
所
は
決
し
て
交
通
の
便
が
い
い
と
こ

ろ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
で
は
な
ぜ
こ
こ
に
建

設
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

「
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
建
設
に
つ
い
て
話

す
に
は
、
ま
ず
霧
島
国
際
音
楽
祭
の
話
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。
国
際
音
楽
祭
牧

園
友
の
会
会
長
で
、
建
設
当
時
の
こ
と
を
知

る
池
田
政ま

さ

晴は
る

さ
ん
（
89
）
は
そ
う
言
い
ま
す
。

霧
島
国
際
音
楽
祭
は
、
世
界
で
最
も
楽
員

の
多
い
名
門
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
ラ
イ
プ
ツ
ィ

ヒ
・
ゲ
ヴ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
」
の
首

席
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
だ
っ
た
故
ゲ
ル
ハ

ル
ト
・
ボ
ッ
セ
氏
の
発
案
に
よ
っ
て
、
昭
和

55（
１
９
８
０
）年
に
始
ま
り
ま
し
た
。
き
っ

か
け
は
昭
和
50
年
、
当
時
鹿
児
島
短
期
大
学

教
授
だ
っ
た
野
村
三
郎
さ
ん
が
ボ
ッ
セ
氏
に

学
生
へ
の
指
導
を
依
頼
し
た
こ
と
。
霧
島
に

案
内
さ
れ
た
ボ
ッ
セ
氏
が
、
そ
の
自
然
に
一

目
ぼ
れ
し
た
こ
と
も
あ
り
、
演
奏
会
と
若
手

音
楽
家
育
成
の
２
本
柱
の
音
楽
祭
を
こ
の
地

で
開
催
で
き
な
い
か
と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

♪
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
音
楽
祭
へ

こ
の
提
案
を
受
け
、
昭
和
54
年
に
地
元
の

音
楽
愛
好
家
が
「
鹿
児
島
室
内
合
奏
協
会
」

を
設
立
。
翌
年
同
協
会
の
主
催
で
当
時
霧
島

田
口
に
あ
っ
た
霧
島
高
原
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

を
会
場
に
第
１
回
目
の
霧
島
国
際
音
楽
祭
・

講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
59
年
に
は

財
団
法
人
ジ
ェ
ス
ク
音
楽
文
化
振
興
会
が
音

楽
祭
の
事
業
を
継
承
し
、
そ
の
後
、
鹿
児
島

県
、
県
文
化
振
興
財
団
が
加
わ
り
音
楽
祭
は

発
展
し
て
い
き
ま
す
。
日
本
で
最
も
歴
史
あ

る
音
楽
祭
の
一
つ
と
い
わ
れ
、
台
湾
、
韓
国

を
は
じ
め
世
界
中
か
ら
素
晴
ら
し
い
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
受
講
生
が
集
ま
る
霧
島
国
際
音

楽
祭
。
現
在
、
そ
の
参
加
者
数
は
２
０
０
人

を
超
え
、
名
実
と
も
に
“
ア
ジ
ア
を
代
表
す

る
音
楽
祭
”
と
し
て
成
長
し
て
い
っ
た
の
で

す
。

♪
地
域
と
共
に

そ
ん
な
音
楽
祭
を
陰
な
が
ら
支
え
て
き
た

人
た
ち
が
い
ま
す
。
昭
和
61
年
に
牧
園
と
霧

島
、
翌
年
に
は
鹿
児
島
で
発
足
し
た
友
の
会

の
会
員
た
ち
で
す
。

池
田
さ
ん
は
「
３
つ
の
友
の
会
は
そ
れ
ぞ

れ
、
音
楽
祭
の
発
展
と
地
域
の
活
性
化
を
願

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
ま
し
た
。

牧
園
友
の
会
で
は
、
音
楽
家
を
料
理
で
も
て

な
す
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
、
地
元
の
人
も
出
演

す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
小
学
校
で

の
学
校
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
実
施
。
最
初
は

格
式
高
い
と
敬
遠
さ
れ
て
い
た
音
楽
祭
も
地

域
密
着
の
催
し
を
重
ね
る
う
ち
に
、
少
し
ず

つ
参
加
者
が
増
え
、
い
つ
し
か
住
民
に
と
っ

て
身
近
な
存
在
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」
と

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
に

伴
い
、
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
な
ど
で
開
催
さ
れ

て
い
た
音
楽
祭
を
き
ち
ん
と
し
た
ホ
ー
ル
で

❶毎年人気のファイナル・コンサート　❷霧島神宮の幻想的な雰囲気の中、
かがり火コンサート　❸ランチビュッフェで自慢の料理がずらり　❹期間中に
ある霧島郷土芸能の夕べでは太鼓の演奏も　❺音楽祭有名講師が地元の
小学生に指導　❻みやまコンセールでオープンカフェ。今年は7月26日、27日
開催　❼ランチビュッフェは楽しい交流の場　❽受講生に指導する霧島国際
音楽祭音楽監督の堤剛さん　❾みやまコンセール敷地内の霧島山が見える
丘にボッセ氏の墓が建つ　�故ゲルハルト・ボッセ氏　�緑の中の音楽堂

開
催
で
き
な
い
か
と
い
う
声
が
高
ま
り
ま
す
。

♪
こ
の
地
に
奇
跡
の
ホ
ー
ル
を

「
ボ
ッ
セ
先
生
は
ず
っ
と
『
こ
の
地
に
音

楽
ホ
ー
ル
が
欲
し
い
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
徐
々
に
地
域
の
熱
も
高
ま
り
、
当
時
県

議
会
議
員
だ
っ
た
現
霧
島
市
長
の
前
田
終
止

さ
ん
が
県
議
会
の
一
般
質
問
で
ホ
ー
ル
建
設

に
つ
い
て
発
言
。
住
民
に
よ
る
県
知
事
へ
の

陳
情
活
動
。
何
年
も
か
か
り
ま
し
た
が
、
財

政
的
問
題
を
抱
え
て
い
た
県
を
動
か
し
た
の

は
、
そ
れ
ま
で
の
音
楽
祭
の
功
績
と
音
楽
祭

を
愛
す
る
地
域
住
民
の
地
道
な
活
動
で
し
た
」

池
田
さ
ん
は
さ
ら
に
続
け
ま
す
。「
霧
島

国
際
音
楽
祭
と
地
域
は
共
に
成
長
し
、
音
楽

祭
開
始
か
ら
14
年
後
に
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル

と
い
う
奇
跡
の
ホ
ー
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

私
た
ち
が
大
切
に
守
り
育
て
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
施
設
で
す
」。

霧島国際音楽祭×地域の力×1 4年＝みやまコンセールの誕生

牧園友の会 霧島友の会

年会費
（入会金不要）

正会員 5,000円
家　族
会　員

大人 4,000円
高校生以下 3,000円 2,000円

法　人 20,000円
（会員証３枚発行） ―

特　　典

◦ 音楽祭公演チケットの優先予約・会員特別割引。
◦ 無料で聴ける公演があります。
◦ 無料で音楽祭マスタークラスを聴講できます。
◦ 正会員、法人の方は「かごしまミューズ・クラ

ブ（県文化振興財団友の会）」にも登録され、音
楽祭終了後も引き続き特典を受けられます。

申し込み・
問い合わせ先

牧園友の会事務局
☎（76）0062

霧島友の会事務局
（霧島教育振興課）

☎（57）1181

昭和61年、霧島友の会設立当初から活動に
参加しています。最初はクラシック音楽は格
式が高いと敬遠する人が多く、なかなか地
元の方の理解が得られませんでした。そこで、
まずは音楽の裾野を広げようと親しみやすい
コンサートを開催。霧島在住や出身の音楽
家にも出演してもらい、子どもから高齢者ま
で楽しめるような内容にしました。徐々に地
元の音楽への関心も高まっていったように思
います。霧島神宮で開催される「かがり火コ
ンサート」は歴史と音楽の融合で、幻想的な
雰囲気。大好きなコンサートの一つです。下登千

ち

吉
よし

さん（65）

霧島友の会会長

20年ほど前、結婚を機に牧園町に移り住み、
もともと音楽が好きだったので、すぐに友の
会に入りました。その活動の一つに交流パー
ティーがあります。地元の食材で作る手料理
で音楽祭関係者をおもてなし。現在は期間
中、５つの団体で日替わりのランチビュッフェ
もしていて、世界的な音楽家や受講生の皆さ
んが喜んで食べてくれます。私たちも皆さん
と交流できる時間を毎年楽しみにしています。
国際音楽祭の季節はまち全体がわくわくした
雰囲気。これからも大好きな音楽祭を楽しみ
たいです。丸野涼子さん（46）

牧園友の会副会長

20歳のころ、牧園町高千穂でピアノ教室を
始め、同時に友の会に加入しました。平成
４年に始まったのが「ピアノホームビジット」。
国際音楽祭受講生の練習用のピアノが足り
ず、ピアノと練習場所を提供するという取り
組みでした。私もすぐに手を挙げ、自分のレッ
スンの入っていない時間は全て無償提供。今
も続けています。送迎など大変なこともあり
ますが、受講生は喜んでくれるし、私も本格
的な音楽を聴けるぜいたくな時間を楽しんで
います。音が周りにも聞こえるのでご近所か
らも好評です。安樂めぐみさん（44）

ピアノ会場提供者

I N T E R V I E W

友の会会員を募集しています
会員になるとうれしい特典が盛りだくさん。
一緒に国際音楽祭を支え、盛り上げ、楽しみませんか。

❶

❾❿

⓫

❷❸❹❺

❻

❽ ❼
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霧島とみやまコンセールは  私たちのふるさと

初
め
て
霧
島
を
訪
れ
た
の
は
23
年
ほ
ど
前
、

空
港
か
ら
音
楽
祭
の
会
場
へ
向
か
う
道
沿
い

の
豊
か
な
緑
に
感
動
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
当
時
す
で
に
霧
島
国
際
音
楽
祭
は
十

数
回
行
わ
れ
て
お
り
、
ボ
ッ
セ
先
生
や
ほ
か

の
素
晴
ら
し
い
先
生
方
が
、
地
域
の
方
々
と

一
緒
に
育
て
て
き
た
音
楽
祭
に
参
加
で
き
る

こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
し
た
。

国
際
的
で
幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
充
実
し

た
内
容
と
い
う
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
ま

し
た
が
、
驚
い
た
の
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

講
師
、
受
講
生
な
ど
全
て
の
参
加
者
の
「
霧

島
に
来
た
い
」
と
い
う
思
い
の
強
さ
で
す
。

世
界
中
に
有
名
な
音
楽
祭
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
な
も
の
も
多
く
、

こ
こ
ま
で
参
加
者
の
熱
い
思
い
が
感
じ
ら
れ

る
も
の
、
講
師
や
受
講
生
と
い
っ
た
立
場
の

違
い
を
超
え
た
音
楽
人
た
ち
の
気
持
ち
が
一

つ
に
な
っ
て
い
る
も
の
に
、
初
め
て
出
会
い

ま
し
た
。

大
自
然
の
中
で
共
に
２
週
間
過
ご
し
、

レ
ッ
ス
ン
後
は
講
師
も
受
講
生
も
一
緒
に

な
っ
て
音
楽
談
義
に
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
、

講
師
と
受
講
生
が
同
じ
舞
台
で
演
奏
す
る
こ

と
、
そ
ん
な
珍
し
く
貴
重
な
環
境
が
同
じ
音

楽
を
愛
す
る
者
た
ち
の
絆
を
強
め
て
い
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
霧
島
で
し
か
生
ま
れ

な
い
音
が
あ
る
、
こ
れ
は
最
高
の
魅
力
で
す
。

世
界
中
か
ら
受
講
生
が
集
ま
り
ま
す
が
、

彼
ら
に
と
っ
て
は
、
憧
れ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
直
接
ふ
れ
あ
え
る
最
高
の
機
会
。
音
楽
の

本
質
を
学
び
、
将
来
の
財
産
に
な
る
だ
ろ
う

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

平
成
６
年
に
念
願
の
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル

が
開
館
し
た
と
き
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
ボ
ッ
セ
先
生
が
霧
島
を
気
に
入
ら

れ
、
こ
の
地
に
音
楽
祭
が
誕
生
し
た
理
由
と

も
言
え
る
大
自
然
、
そ
れ
が
一
望
で
き
る
最

高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
は

ユ
ニ
ー
ク
な
が
ら
も
自
然
に
溶
け
込
ん
で
い

る
。
そ
し
て
何
と
い
っ
て
も
ホ
ー
ル
と
し
て

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
で
す
。
品
格
が
あ
り
、
豊

か
な
響
き
を
楽
し
め
ま
す
。
大
き
さ
も
理
想

的
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
室
内
楽
、
リ
サ
イ

タ
ル
な
ど
ど
れ
に
も
対
応
す
る
サ
イ
ズ
。
一

番
の
強
み
は
会
場
の
ど
の
席
に
座
っ
て
い
て

も
、
同
じ
よ
う
に
き
れ
い
に
聞
こ
え
る
こ
と

で
す
。
ホ
ー
ル
に
よ
っ
て
は
音
の
響
き
の
関

係
で
、
聞
き
づ
ら
い
場
所
が
あ
る
の
で
す
が
、

そ
れ
が
な
い
。
全
て
Ｓ
席
と
言
わ
れ
る
の
は

そ
の
た
め
で
す
。

中
で
も
私
が
一
番
気
に
入
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
、
演
奏
者
と
観
客
が
一
体
に
な
る
よ
う

な
温
か
い
雰
囲
気
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
。
２

階
席
は
ぐ
る
り
と
周
り
を
取
り
囲
み
、
舞
台

の
と
こ
ろ
ま
で
席
が
あ
り
ま
す
。“
み
ん
な

の
中
で
演
奏
し
て
い
る
”
と
感
じ
ま
す
。
年

に
一
度
、
音
楽
祭
の
と
き
に
訪
れ
る
だ
け
で

す
が
、
ふ
る
さ
と
で
演
奏
す
る
よ
う
な
温
か

い
気
持
ち
に
な
る
の
で
す
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
、
霧
島
国
際
音
楽
祭
の
演
奏
家
に
と
っ

て
、
霧
島
と
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
は
“
ふ
る

さ
と
”
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

世
界
に
誇
れ
る
素
晴
ら
し
い
施
設
、
み
や

ま
コ
ン
セ
ー
ル
。
霧
島
市
に
住
む
皆
さ
ん
に

と
っ
て
は
本
当
の
「
ふ
る
さ
と
の
宝
」
で
す
。

市
の
芸
術
文
化
の
中
心
と
し
て
、
も
っ
と

も
っ
と
活
性
化
さ
せ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。

つつみ つよし（71）／名実ともに
日本を代表するチェリスト。齋
藤秀雄に師事した後、アメリカ・
インディアナ大学に留学、ヤー
ノシュ・シュタルケルに師事。
昭和38（1963）年ミュンヘン国
際コンクール第2位、カザルス
国際コンクール第１位入賞。平
成21年秋の紫綬褒章を受章。同
年、鹿児島県民表彰受賞。平成
25年、文化功労者に選出。
平成13年の第22回から霧島国
際音楽祭音楽監督。平成22年に
霧島市の魅力を広くＰＲしてい
ただく「おじゃんせ霧島大使」に
就任。昭和63年から平成18年
までインディアナ大学の教授を
務め、平成16年から平成25年
まで桐朋学園大学学長を務めた。
サントリーホール館長。日本芸
術院会員。

霧島国際音楽祭音楽監督　堤 剛さん

P R O F I L E

音楽が好きで、みやまコンセー
ルの演奏会によく行きます。
素晴らしい音楽はもちろん、
春は桜、夏は緑、秋は紅葉、
冬は雪景色と霧島の四季を
感じられることも魅力の一つ。
間もなく国際音楽祭も始まり
ます。今年も音楽と自然を満
喫しに、みやまコンセールへ
行きます。

馬場さおりさん（42）
みやまコンセールファン

みやまコンセールで音響・照 
明、舞台設備の管理をしてい
ます。県内各地のホールに携
わってきましたが、音響学の
技術を取り入れ、緻密に設
計されたこのホールは響きが
違います。有名音楽家が気
に入って、録音に来ることも。
緞帳もなく、まさに“クラシッ
ク専門ホール”です。

村
むら

場
ば

盛義さん（55）
㈱MBCサンステージ

中学１年から吹奏楽を始め、
打楽器が大好きです。今まで
定期演奏会や小・中学校音
楽のつどいで、みやまコンセー
ルを利用しました。初めて演
奏したとき、これまで聴いたこ
とのない音の響きに感動。国
際音楽祭の催しでプロの音楽
家に教わる機会もあり、ぜい
たくな環境に感謝しています。

富永叶
かな

望
み

さん（14）

霧島中学校吹奏楽部部長

去年、一昨年と霧島国際音
楽祭マスタークラスを受講。
一流の講師によるレッスン、
世界的な音楽家のコンサー
ト、ほかの受講生からも刺激
を受け、音楽にどっぷり漬か
れる貴重な体験でした。現在
はみやまコンセールのミニコ
ンサートにも出演。ぜひ聴き
に来てください。

入来慶子さん（24）
霧島国際音楽祭受講生・
ピアニスト

牧園町特産品協会では地域
で国際音楽祭を盛り上げよう
と、みやまコンセール建設当
初から、その敷地内にト音記
号の花文字を作っています。
毎年、音楽祭の時期に咲く
ように管理するのは大変です
が、今年も 2,800 鉢のマリー
ゴールドの苗を植えました。
満開が楽しみです。

塚田純二さん（59）
牧園町特産品協会事務局長

みやまコンセール、霧島国際音楽祭は  ふるさとの宝です。私たちはこれからも共に歩んでいきます

T S U T S U M I  T S U Y O S H I

みやまコンセール敷地内に
あるト音記号の花文字

霧島九面太鼓と霧島神楽を
披露する「郷土芸能の夕べ」
を毎月みやまコンセールで開
催しています。ホールでの演
奏は響きが違います。イベン
トで野外音楽堂を使うことも
ありますが、ロケーションが
最高。緑の中、涼しい風を感
じながら太鼓を楽しんでもらえ
る施設です。

脇元まゆみさん（42）
霧島九面太鼓保存会

Ⓒ鍋島徳恭

平
成
３
年
の
第
12
回
霧
島
国
際
音
楽
祭
か
ら
参
加
し
、

平
成
13
年
の
第
22
回
か
ら
は
ボ
ッ
セ
氏
の
後
を
引
き
継
ぎ
音
楽
監
督
を
務
め
る
堤
剛
さ
ん
に
、

み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
と
霧
島
国
際
音
楽
祭
の
魅
力
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。
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みやまコンセールからのご案内

霧島市で開催される主なプログラムを紹介します。詳し
くは霧島国際音楽祭のホームページをご覧いただくか、
みやまコンセールへ問い合わせください。 世

界
的
な
音
楽
家
、
地
元
の
人
々
、
音

楽
愛
好
家
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
愛
さ

れ
、
支
え
ら
れ
て
き
た
み
や
ま
コ
ン
セ
ー

ル
。
建
設
当
初
か
ら
携
わ
り
、
現
在
み
や
ま

コ
ン
セ
ー
ル
企
画
主
幹
兼
舞
台
監
督
で
オ
ペ

ラ
歌
手
と
し
て
も
活
躍
す
る
瀬
戸
口
浩
さ
ん

（
60
）
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
34
年
前
に
何
も
な
い
ま
ち
で
始
ま
っ
た

霧
島
国
際
音
楽
祭
。
霧
島
を
愛
し
た
音
楽
家

と
ま
ち
の
活
性
化
を
願
っ
た
住
民
た
ち
は
強

い
絆
で
結
ば
れ
て
い
き
ま
す
。
霧
島
国
際
音

楽
祭
が
地
域
を
育
て
、
地
域
の
方
が
音
楽
祭

を
支
え
、
共
に
成
長
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り

ま
す
。願
っ
て
願
っ
て
、14
年
か
か
っ
て
や
っ

と
開
館
し
た
念
願
の
ホ
ー
ル
。
平
成
20
年
に

は
、
市
内
の
全
て
の
小
中
学
校
か
ら
児
童
生

徒
が
参
加
し
、
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
で
合
唱

や
吹
奏
楽
な
ど
を
披
露
す
る
“
小
・
中
学
校

音
楽
の
つ
ど
い
”
が
始
ま
り
ま
し
た
。
霧
島

市
の
子
ど
も
た
ち
は
、
小
中
学
時
代
に
一
度

は
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
の
舞
台
に
立
つ
わ
け

で
す
。
こ
れ
は
本
当
に
貴
重
な
経
験
。
子
ど

も
た
ち
に
誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
み
や
ま

コ
ン
セ
ー
ル
20
年
の
歩
み
は
霧
島
の
音
楽
文

化
の
向
上
と
共
に
あ
り
ま
す
」

♪
あ
な
た
に
合
っ
た
楽
し
み
方
を

世
界
に
誇
れ
る
音
楽
施
設
、
み
や
ま
コ
ン

セ
ー
ル
。
し
か
し
、
瀬
戸
口
さ
ん
は
も
っ
と

気
軽
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
ほ
し
い

と
訴
え
ま
す
。

「
月
に
１
回
開
催
し
て
い
る
“
霧
島
郷
土

芸
能
の
夕
べ
”
は
霧
島
神
楽
と
霧
島
九
面
太

鼓
の
演
奏
を
無
料
で
楽
し
め
ま
す
。
写
真
撮

影
も
で
き
ま
す
の
で
、
カ
メ
ラ
好
き
の
方
に

も
お
勧
め
。
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
一
般
30

人
以
上
か
高
校
生
以
下
20
人
以
上
で
事
前
に

申
し
込
め
ば
、
希
望
日
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
学
校
や
イ
ベ
ン

ト
に
伺
う
お
と
ど
け
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
り
ま

す
。
市
内
の
小
中
高
校
生
な
ら
無
料
で
鑑
賞

で
き
る
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
大

い
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

さ
ら
に
瀬
戸
口
さ
ん
は
興
味
深
い
提
案
を

続
け
ま
す
。「
近
く
に
は
登
山
が
楽
し
め
る

山
や
ゴ
ル
フ
場
、
温
泉
な
ど
の
観
光
資
源

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
観
光
つ
い
で
に

ち
ょ
っ
と
立
ち
寄
っ
て
音
楽
を
聴
く
と
か
、

登
山
の
帰
り
に
寄
る
と
か
、
い
わ
ば
“
公
民

館
”
の
よ
う
な
皆
さ
ん
の
生
活
に
身
近
な
存

在
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
の
楽
し
み
方
は
人
そ

れ
ぞ
れ
。「
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
」
と

い
う
最
低
限
の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
あ
な
た

に
合
っ
た
楽
し
み
方
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
も
、

実
は
ま
だ
一
度
も
行
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い

う
方
も
、
今
年
は
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
霧
島
で
最
高
の
音
楽
を
。

思
い
が
こ
も
っ
た
念
願
の
ホ
ー
ル

本
物
の
響
き
と
大
自
然
が

あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す

牧園町持松出身。東京藝術大学卒業、同大
学院修了。鳴門教育大学などで音楽教師とし
て務めるも、みやまコンセール設立のため平
成４年に帰鹿。オペラ歌手。みやまコンセー
ル企画主幹兼舞台監督。南日本音楽コンクー
ル審査委員長。

瀬戸口 浩さん（60）

7/19土
霧島神宮かがり火コンサート
神宮の森に響くメゾ・ソプラノとギターの響き
◎出演：林美智子（メゾ・ソプラノ）、大萩康司（ギター）
◦場　所＝霧島神宮
◦時　間＝午後７時30分～ 9時

7/20日
みやまコンセール開館20周年・国立公園「霧島」指定80周年記念

スペシャル・ガラ・コンサート
音楽祭・世界のアーティストが奏でる華麗な協奏曲ガラ・コンサート
マエストロ高関＆鹿児島交響楽団の初顔合わせ
◎出演：高関 健（指揮）、L.シュトラウス（ヴァイオリン）ほか
◦場　所＝みやまコンセール／主ホール
◦時　間＝午後3時30分～ 5時30分
◦入場料＝一般 4,000円、高校生以下 2,000円
 ワイン＆ティーパーティー券 1,500円
（公演終了後、野外にて音楽祭友の会によるワイン＆ティーパーティーを行います）

7/21月・●祝

音楽の散歩【みやまコンセール／主ホール】
①成田達輝プロデュース （午後1時～2時30分）
②川久保賜紀プロデュース （午後4時～ 5時30分）
◦入場料＝①②とも一般 2,500円、高校生以下 1,500円

7/26土
音楽の散歩【みやまコンセール／主ホール】
③下野竜也の名曲ファミリーコンサート （午前11時～正午）
◦入場料＝一般 2,000円、高校生以下 1,000円
④スーパーピアノリサイタル  クシシュトフ・ヤブウォンスキ（午後1時～2時30分）
◦入場料＝一般 2,500円、高校生以下 1,500円
⑤スーパーピアノリサイタル  エリソ・ヴィルサラーゼ （午後4時～ 6時）
◦入場料＝一般 3,000円、高校生以下 1,500円

7/27日
音楽の散歩【みやまコンセール／主ホール】
⑥ポール・エドモンド＝デイヴィスプロデュース （午前11時30分～午後0時15分）
⑦菊地知也プロデュース （午後１時15分～2時）
⑧三界秀実プロデュース （午後３時～ 3時45分）
⑨店村眞積プロデュース （午後４時45分～ 5時30分）
◦入場料＝⑥～⑨とも一般 1,000円、高校生以下 500円

7/28月
霧島国際音楽祭in国分「管の祭典」
下野竜也指揮　一夜限りの特別なブラスバンド
※霧島市内の中高生と音楽祭アーティスト、受講生の合同バンドが登場
◦場所＝霧島市民会館
◦時間＝午後7時～ 9時
◦入場料＝一般 1,000円、高校生以下 500円（当日は500円増し）

8/3日
ファイナル・コンサート
世界最高のシューマン弾きヴィルサラーゼのシューマン：ピアノ協奏曲
◎�出演：下野竜也（指揮）、エリソ・ヴィルサラーゼ（ピアノ）、ファイナル・

コンサート・オーケストラほか
◦場所＝みやまコンセール／主ホール
◦時間＝午後2時～ 4時
◦入場料＝一般 4,000円、高校生以下 2,000円

7/19土 
午後１時～

 （上野原縄文の森）

縄文の森ミュージアムコンサート
7/23水 

午後５時30分～
 （鹿児島空港国際線ターミナル出発ロビー）

エアポート・コンサート
7/24木 

午後８時～
 （霧島自然ふれあいセンター）

ふれあいセンターロビーコンサート
7/29火 

午後４時～
 （みやまコンセール小ホール）

ピアノ教師のためのワークショップ
7/30水 

午後５時30分～
 （横川総合支所）

大隅横川駅平和コンサート
7/31木 

午後０時30分～
 （みやまコンセール／主ホール）

室内楽クラス・コンサート①
8/2土 

午後１時30分～
 （みやまコンセール／主ホール）

室内楽クラス・コンサート②
8/2土 

午後２時45分～
 （みやまコンセール／主ホール）

霧島国際音楽祭受賞者ガラ・コンサート

霧島郷土芸能の夕べ
霧島九面太鼓と霧島神楽が披露されます。
◦ 期日＝7月21日（月・祝）、9月12日（金）、10月3日（金）、11月7日（金）、平成27年１月

９日（金）、2月6日（金）、3月6日（金）
◦ 時間＝午後8時30分～ 9時30分 ※７/21のみ時間が異なります。詳細は霧島市観

光協会（☎78-2115）へ問い合わせください。

ミニ・コンサート
普段着感覚で楽しめる約50分のコンサート。
チェンバロやフォルテピアノなどの珍しい鍵盤楽器や管・弦楽器の演奏、声楽な
どをお気軽にお楽しみいただけます。
◦ 開催日＝原則として火～金曜日に高校生以下20人以上または一般30人以上の申し

込みがあった日（ほかの催し物がない日に限ります）
◦料金＝一般 500円、高校生以下 200円
※希望日の前月20日までに申し込みください。

おとどけコンサート
コンサートをご希望の場所へお届けします。鍵盤楽器や管・弦楽器、マリンバの
演奏、声楽などを気軽に楽しめます。
◦開催日＝ご希望の日時に
◦開催場所＝ご希望の場所で
◦演奏者＝みやまコンセール協力演奏家など
◦内容＝クラシック音楽主体のコンサート
◦ 料金＝演奏者の人数・演奏時間などによって異なります。ご相談ください。

入場
無料

入場
無料

霧島国際音楽ホール　みやまコンセール
（公財）鹿児島県文化振興財団　〒899-6603 霧島市牧園町高千穂3311-29
TEL：0995-78-8000 ／ FAX：0995-78-3311　info@miyama-conseru.or.jp 

無
料
コ
ン
サ
ー
ト

格
式
高
い
コ
ン
サ
ー
ト
は
ち
ょ
っ
と
…
と
い
う

初
心
者
の
方
。
ま
ず
は
無
料
の
コ
ン
サ
ー
ト
へ

足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

7/16水
8/3日

◀
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市内の高校生と写真クラブからの投稿写真紹介「スナップ×スナップ」
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高校の近くにある神社の隅にひっそりと咲いていたアジ
サイに、木漏れ日がスポットライトのように当たっていて、と
ても神秘的でした。その雰囲気を崩さないように感度
を下げて撮影。自分で設定して少し色合いを変えてみ
ても良かったのかなと後から思いました。今後は設定を
変えて同じ風景でも違う雰囲気を楽しめる写真を撮っ
ていきたいです。絞り6.3、シャッター1/160、ＩＳＯ160。

和気公園の藤の写真を撮りに行った帰りに立ち寄った
妙見の発電所近くで、シラサギが餌をとって飛び立つ瞬
間を撮影しました。1/10秒前にシャッターを押せば、もっ
といい写真になっていたと思います。霧島市で私が一番
好きな撮影スポットは、韓国岳山頂から見た新燃岳と高
千穂峰です。特に今はミヤマキリシマがきれいで、一番
好きな時期です。絞り13、シャッター1/500、ISO1250。

国分高校普通科
（写真部） 2年 　 合

ご う

原
は ら

 佑
ゆ

有
う

子
こ

さん　写真歴１年

福重 守
も り

郎
お

さん（82）  国分新町、写真歴60年

影の主役

決定的瞬間

第11回和気公園藤まつりが４月中旬から
５月上旬まで、牧園町の和気公園で開催さ
れました。23種約100本の藤が公園内を彩
り、週末の夜間はライトアップも。期間中約
34,000人の花見客でにぎわいました。

福山町で玄米黒酢を製造する福山黒酢株式会社が、旧
福山高校跡地に第２工場を建設することになり４月24日、
市と立地協定を結びました。霧島市になって立地協定は
37社目。工場建設は、新商品の開発などに取り組むこと
を目的としており、６月操業予定。８人を新規雇用予定で
す。津曲泰

たい　さく

作社長（左から２番目）は「黒酢の伝統を守り
つつ商品開発を進めたい」と意気込みを語りました。

平成26年度全国広報コンクールで「広報きりしま」が広報紙（市部）
と広報写真（一枚写真）の２部門で入選しました。同コンクールの入選
以上はこれで８年連続です。

入選した広報紙は昨年９月号。特集は認知症をテーマに組みました。
写真も同じ９月号に掲載した一枚。74歳のランナー下新原明人さん

の走りを撮った写真です。
広報紙は毎回たくさんの方の協力で作ることができます。皆さんの思

いや協力に応えるためにも、さらに頑張っていきますので、これからも
ご協力をお願いいたします。

福山黒酢㈱と立地協定を締結

全国広報コンクールでW受賞

100本の藤が彩る藤まつり

霧島錦江湾国立公園の誕生を記念して、３回目となる「若
わか

尊
みこ

鼻
ばな

つり大会」が４月27日、国分敷根の若尊鼻遊歩道周辺で行わ
れ、「大物賞」にはアラカブを釣った国分の松元正明さん（42）
が選ばれました。ほかにも遊漁船での沖巡りやビンゴ大会など
もあり、200人を超える親子連れなどでにぎわいました。

かごしま新茶キャンペーンが４月26日、鹿児島空港であ
りました。百円茶屋では鹿児島県産の新茶と国分高校生が開
発したきりしま茶を使った「茶るかん」が出され、生徒らが
新茶と共に自分たちが作った茶菓子のＰＲをしました。

鹿児島県消防職員意見発表会が4月9日、い
ちき串木野市であり、霧島市の代表として消防
局の船

ふな

間
ま

弘
こう

規
き

消防副士長（28）が出場。大震災
を想定して、消防と学校が協力し、子どものう
ちから防災について学ぶ体制づくりなどを訴
え、満場一致で最優秀賞を受賞しました。

消防意見発表で最優秀賞

若
尊
鼻
に

釣
り
フ
ァ
ン
２
０
０
人

高
校
生
ら
が

空
港
で
新
茶
を
Ｐ
Ｒ

The Kirishima Times
き り し ま タ イ ム ズ

広報紙／認知症の人とどう向き合うか、劇団の取り組みや、専門家の解説、
福祉関係者へのインタビュー、地域の取り組みなどをバランスよく紹介しな
がら上手に示している。
最初に認知症を扱った演劇の話をもってくるなど、インパクトのある作り方
がうまい。読者に読ませようとする意識が強く感じられる。
一枚写真／高速シャッターとシャープな画質が、74歳とは思えない引き締まっ
た体がトラックに躍動する姿を見事に捉えている。両足が宙に浮く瞬間を撮
影しており、シャッターチャンスも良い。
高齢化が進む中で、元気に生きがいを見つけ、生きていくことの大切さを伝
えるメッセージにもなっている。

コ
ン
ク
ー
ル
講
評

入選した広報紙（市部）

入選した広報写真（一枚写真）



主人公の
女の子は

食材の魅

力を最大
限に引き

出し人々
の

五感に働
きかけます

。

この本を読
むと、毎日

、忙し

い中でも食
事を作って

くれた母

や、その
食材となっ

てくれたも

の、愛情
をもって育

ててくれた

人、栄養
となってく

れた土など

…。いろい
ろなことに

感謝した

くなります
。

さ
る
が
の
ん
び
り
ラ
ジ
オ
を
聴
い

て
い
る
と
、
そ
こ
へ
２
匹
の
こ
ざ

る
が
や
っ
て
き
た
。「
さ
る
・
る

る
る
」
の
続
々
編
。

さ
る
・
る
る
る
・
る

岩
﨑 

啓
子
　
著

多
め
に
作
っ
て
ス
ト
ッ
ク
し
て
お

け
ば
、
効
率
ア
ッ
プ
＆
経
済
的
。

保
存
法
や
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
も
紹

介
。

小
分
け
ご
は
ん

昭
和
の
初
め
に
主
人
公
は
南
九
州

の
遅
島
に
赴
く
。
そ
し
て
五
十
年

後
、
不
思
議
な
縁
に
導
か
れ
、
再

び
島
を
訪
れ
る
。
魂
の
遍
歴
の
物

語
。

梨
木 

香
歩
　
著

五
味 

太
郎
　
作

心
根
を
惑
わ
す
美
術
品
を
め
ぐ
り
、

人
間
の
業
と
欲
は
深
く
哀
し
い
。

京
の
人
々
を
描
く
、
京
都
市
井
時

代
小
説
。

澤
田 

ふ
じ
子
　
著

青
玉
の
笛

海
う
そ

図書館へ行こう
（牧園町在

住）

西村和賀子
さん・圭右君

おすすめの
本

http://www.lib-kirishima.jp/

新

紹

介

刊

食堂かたつ
むり

作者：小川  糸

私
の
宝
本

食卓での

あいさつで

家族が笑顔
に

霧島市立図書館に
おいでください。

国分図書館／☎64-0918
隼人図書館／☎43-7574
溝辺図書室／☎58-3191
横川図書室／☎72-1596
牧園図書室／☎78-3349
霧島図書室／☎57-0316
福山図書室／☎56-2026

霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。

イベント名 日　　時［対　象］ 場所・問い合わせ先
幼児と小学生のためのおはなしの部屋

（りんごの木） ７月 5日（土）10：30 ～ 11：30

国分図書館赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） ７月 7日（月）10：30 ～ 11：00

ほるとの森おはなし会 ６月28日（土）、7月12日（土）・26日（土） 14：00 ～ 14：30

おはなしの部屋
６月15日（日）11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］
７月 3日（木）16：00 ～ 16：30［幼児］
７月 4日（金）11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］ 隼人図書館

語りの部屋（語りの会あもり） ７月13日（日） 11：00 ～ 11：40

おはなし会（おはなしの会「さんぽ道」） ６月21日（土）14：00 ～ 15：00 横川図書室

お話の時間（紙ふうせん） ６月16日（月）15：30 ～ 16：30 霧島図書室

◦�日時＝７月31日（木）、８月18日（月）午前10時～正午
◦�場所＝隼人公民館大会議室
◦�対象＝小学１・２年生
◦�内容＝あきばこでかんたんカメラを作ろう
◦�講師＝おもちゃコンサルタント「はたかなこ」先生
◦�定員＝先着各20人
◦�申込方法＝直接または電話で。
※７月１日（火）８時15分から受け付けを開始します。
・ ＝隼人図書館 ☎（43）7574

国
分
高
校
２
年
の
五
十
嵐
陽み

な

美み

さ
ん

（
17
）
は
、
昨
年
度
九
州
高
校
総
体

女
子
平
泳
ぎ
２
０
０
㍍
１
位
、
１
０
０
㍍
３

位
、
中
学
２
年
生
の
時
に
は
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
１
０
０
㍍
６
位
に
入
賞

す
る
な
ど
、
県
を
代
表
す
る
ス
イ
マ
ー
で
す
。

彼
女
が
水
泳
を
始
め
た
の
は
小
学
１
年
の

と
き
。
水
泳
を
し
て
い
た
３
つ
上
の
兄
の
影

響
で
国
分
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
通
い

だ
し
ま
し
た
。

小
学
３
年
か
ら
は
、
手
足
の
タ
イ
ミ
ン
グ

の
取
り
方
が
良
か
っ
た
こ
と
か
ら
平
泳
ぎ
を

専
門
に
。
め
き
め
き
と
タ
イ
ム
を
伸
ば
し
、

４
年
生
の
こ
ろ
に
は
全
国
大
会
に
出
場
。
中

学
校
で
も
２
年
、
３
年
と
全
国
大
会
に
出
場

し
、
県
の
強
化
選
手
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

速
さ
の
秘
訣
に
つ
い
て
彼
女
は
、
ラ
イ
バ

ル
の
存
在
が
大
き
い
と
い
い
ま
す
。

「
最
初
は
兄
の
背
中
を
追
い
か
け
て
、
小

学
４
年
生
か
ら
は
他
校
の
生
徒
に
負
け
た
く

な
い
と
い
う
思
い
で
、
中
学
生
の
と
き
は
一

つ
上
の
先
輩
に
追
い
つ
き
た
く
て
必
死
に
練

習
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
負
け
ず
嫌
い
な
性

格
、
き
つ
い
練
習
に
耐
え
ら
れ
た
の
も
ラ
イ

バ
ル
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
」

月
曜
か
ら
土
曜
日
は
練
習
、
日
曜
日
は
大

会
と
水
泳
漬
け
の
毎
日
。
多
い
と
き
は
一
日

13
㌔
以
上
泳
ぐ
こ
と
も
。
遊
ぶ
時
間
も
あ
り

ま
せ
ん
が
「
勝
ち
た
い
」
と
い
う
強
い
気
持

ち
が
彼
女
を
奮
い
立
た
せ
ま
す
。

も
う
一
つ
彼
女
の
大
き
な
支
え
に
な
っ
て

い
る
の
が
母
・
久
美
香
さ
ん
で
す
。

「
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
は
朝
４
時
に
起

き
て
練
習
に
行
き
ま
す
。
い
つ
も
は
お
昼
の

お
弁
当
一
つ
で
す
が
、
こ
の
日
は
母
が
４
時

前
に
起
き
て
、
朝
練
後
に
食
べ
る
朝
食
も
合

わ
せ
て
２
つ
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
お
弁
当
を

食
べ
る
た
び
に
母
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
て
、

頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
」

夢
は
「
み
ん
な
に
覚
え
て
も
ら
え
る
よ
う

な
選
手
に
な
る
こ
と
」。
そ
の
た
め
に
、
昨

年
末
か
ら
筋
ト
レ
時
間
を
増
や
し
、
肉
体
改

造
に
も
力
を
入
れ
る
五
十
嵐
さ
ん
。

持
ち
前
の
負
け
ん
気
と
母
の
作
る
お
弁
当

を
力
に
、
彼
女
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

隼人
図書館
講座２

夏休み企画「かがくあそび」
～はこカメラを作ろう～

国分高校２年
（青葉小―日当山中卒）

五十嵐 陽
み な

美
み

さん（17）
日本選手権に出場できる
標準タイムを切るために
猛練習中。

YELL

アスリートなので栄養バランスを
考えないといけないし、育ち盛
りでもあるので量も必要。お弁
当作りはいつも悩みますが、娘
のためにできることはそれぐらい
なので、これからも早起きして
頑張ります。

母・久美香さん（48）

勝
つ
た
め
に
泳
ぐ

今
日
も
、明
日
も

平
成
25
年
度
九
州
高
校
総
体

女
子
平
泳
ぎ
２
０
０
㍍
１
位
、
１
０
０
㍍
３
位

エール
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in
tr

o
d

u
c

tio
n

夢のカタチ ❷
未来の夢を追う若者たちの今を描きます

滑らかなフォームで、水の中をぐいぐいと前に進む五十嵐さん

このコーナーでは、各分野で活躍する子どもたちを紹介します。夢に向かって頑張る子どもたちを、ぜひ応援してください。



私
た
ち
の
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
「
霧

島
山
」。
今
回
か
ら
は
各
ま
ち
か
ら

見
た
霧
島
山
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

第
１
回
は
宮
崎
県
の
高
原
町
で
す
。

え
び
の
高
原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
レ
ン

ジ
ャ
ー
の
会
会
長 

石
井
久
夫
さ
ん

（
85
）
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

高
千
穂
峰
を
含
む
霧
島
は
、
明
治

時
代
か
ら
全
国
の
植
物
学
者
が
訪
れ
、

研
究
が
さ
れ
て
き
た
所
で
も
あ
り
ま

す
。
植
物
だ
け
で
も
約
１
３
０
０
種

も
あ
り
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
よ
う

に
美
し
い
花
が
多
い
こ
と
で
も
有
名

で
す
。
珍
し
い
野
鳥
や
昆
虫
な
ど
も

多
く
、
多
種
多
様
な
動
植
物
に
恵
ま

れ
る
魅
力
的
な
山
で
す
。

私
の
出
身
は
日
南
市
で
す
が
、
高

千
穂
峰
の
麓
に
広
が
る
こ
の
土
地
が

気
に
入
っ
て
し
ま
い
、
定
年
後
に
移

り
住
み
ま
し
た
。
今
住
ん
で
い
る
家

も
高
千
穂
峰
が
き
れ
い
に
一
望
で
き

る
所
を
探
し
て
決
め
た
ほ
ど
で
す
。

こ
こ
か
ら
は
二ふ
た

子ご

石い
し

と
山
頂
が
壮
大

に
見
え
、
な
だ
ら
か
な
山
の
形
も
と

て
も
美
し
い
で
す
。
特
に
雨
上
が
り

の
朝
は
空
気
が
澄
ん
で
山
が
神
々
し

く
見
え
ま
す
。

高
原
町
の
多
く
の
人
が
「
わ
が
家

か
ら
見
え
る
高
千
穂
が
一
番
き
れ

い
」と
言
い
ま
す
。見
る
場
所
や
季
節
、

天
候
に
よ
っ
て
高
千
穂
は
さ
ま
ざ
ま

な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
町
民

の
多
く
が
「
自
分
だ
け
の
高
千
穂
」

を
持
っ
て
お
り
、
高
千
穂
峰
に
誇
り

を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

問 

＝
高
原
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
☎

０
９
８
４（
42
）２
１
１
５

環
霧
島
・
錦
江
湾
奥
イ
ベ
ン
ト
情
報

目指せ !世界ジオパーク認定

鹿児島県

宮
崎
県

霧島市

曽於市

都城市

小林市えびの市

高原町

湧水町

姶良市

鹿児島市 錦江湾

桜島

垂水市

霧島山

錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、
姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて
連携し、地域活性化を図ることを目指します。

環霧島会議とは、霧島山を取り巻
く鹿児島・宮崎両県の５市２町で
構成され、県境を越えて連携し地
域活性化を図ります。

環霧島会議

錦江湾奥会議

錦 江 湾 奥 イ ベ ン ト

・  日時＝７月～９月午前８時30分～午後５
時15分（3日前までに要予約）

・  場所＝猿ヶ城渓谷森の駅たるみず
・  内容＝豊かな自然の中でキャニオニング。
・  料金＝1 ～ 3人で体験7,000円／人、4人
以上で体験5,000円／人
＝猿ヶ城渓谷森の駅たるみず  ☎0994（32）9601

キャニオ二ング（体ひとつで渓流下り）垂水市

・  日時＝6月28日（土）午後５時30分から
・  場所＝加音ホール（加治木町木田5348-185）
・  料金＝5,000円、ペアシート（2人）9,000円
　※全席指定、当日券は500円増し
・  内容＝フォークデュオ「ふきのとう」の元
メンバー。
＝加音ホール  ☎（62）6200

細
ほそ

坪
つぼ

基
もと

佳
よし

LIVE2014～40年目のラブソング～姶良市

・  日時＝5月27日(火）～７月13日(日)
�午前９時30分～午後６時（月曜休館)

・  場所＝鹿児島市立美術館（城山町4-36）
・  内容＝水墨画や庶民に親しまれた名所絵
のほか、近代以降の画家たちによる山を
めぐる多彩な表現をお楽しみください。
＝鹿児島市立美術館  ☎099（224）3400

鹿児島市立美術館小企画展「山を愛
め

でる」鹿児島市

環 霧 島 イ ベ ン ト

・  日時＝【宵祭り】７月８日（火）午後７時から、
【本祭り】７月９日（水）午後５時45分から

・場所＝八坂神社、神
かん

柱
ばしら

宮
ぐう

、都城駅周辺
・ 内容＝宵祭りでは八坂神社から神柱宮まで
を大灯籠山

だし

車が引かれ、本祭りでは太鼓や
笛のお囃

はやし

子と共に神
みこし

輿が練り歩きます。
＝�おかげ祭り振興会  ☎0986（21）4835

都城六月灯おかげ祭り都城市

・ 日時＝７月18日（金）～９月23日（火・祝）午前
９時～午後５時（７月20日～８月31日の土・
日・祝は午後７時まで）、月曜休園

・ 場所＝霧島アートの森（木場6340‐220）
・ 入場料＝一般800円、高校・大学生＝600
円、小・中学生＝400円
＝�霧島アートの森  ☎（74）5945

霧島アートの森　会田誠
まこと

展湧水町

・  日時＝７月13日（日）午後５時から
・ 場所＝曽於市大隅文化会館（大隅町中之内9146）
・  料金＝全席指定席、前売券4,000円（当日
券は500円増し）※3歳未満は入場不可（無
料託児所あり、事前に予約が必要）

・  出演＝岡本真
ま

夜
よ

、花＊花、渡瀬マキ（LINDBERG）
＝曽於市末吉総合センター ☎0986（76）7100

フレンズコンサートin Soo Vol.7曽於市

〈作り方〉
① ゴボウは短いささがきにして30分ぐらい水に浸しておく。
② ニンジンはささがき、シイタケとショウガは千切りにする。
③  フライパンに油を入れて弱火でゴボウとシイタケを炒め、ニンジンとかつお節を入れ、

ふたをして柔らかくなるまで蒸らす。
④  ③が柔らかくなったら黒砂糖を半分入れ、しばらく煮てからみそとショウガ、残りの黒

砂糖を入れて時間をかけて練りこむ。

〈材　料〉
ゴボウ300ｇ、ニンジン150ｇ、
シイタケ５枚、かつお節50ｇ、ショ
ウガ １かけ、菜種油 大さじ３杯、
みそ500ｇ、黒砂糖300ｇ

趣
味
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
汗

を
流
す
鈴
木
ミ
チ
子
さ
ん

（
82
）。
練
習
の
と
き
に
は
、
得
意

の
手
料
理
を
差
し
入
れ
し
、
み
ん

な
か
ら
「
お
い
し
い
」
と
評
判
で 

す
。料

理
が
得
意
に
な
っ
た
の
は
母

ケ
サ
グ
イ
さ
ん
の
お
か
げ
。
病
気

の
父
・
金
之
助
さ
ん
を
看
病
し
な

が
ら
、
家
族
の
た
め
に
必
死
に

な
っ
て
仕
事
と
家
事
を
こ
な
す
母

の
姿
を
見
て
い
た
ミ
チ
子
さ
ん
は
、

自
然
と
家
事
を
手
伝
う
よ
う
に
な

り
、
母
の
味
を
覚
え
ま
し
た
。

「
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
い

つ
も
口
に
し
て
い
た
母
は
、
忙
し

い
毎
日
を
送
り
な
が
ら
も
料
理
は

手
を
抜
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
豪
華

な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

私
た
ち
の
健
康
を
考
え
て
い
ろ
い

ろ
工
夫
し
て
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

料
理
を
食
べ
る
た
び
に
、
母
の
優

し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
今

で
も
覚
え
て
い
ま
す
」

二
十
歳
で
結
婚
し
、
長
女
が
生

ま
れ
、
長
男
が
お
腹
の
中
に
い
た

結
婚
３
年
目
の
あ
る
日
、
生
活
が

一
変
。
中
耳
炎
が
原
因
で
夫
の
武

行
さ
ん
が
寝
た
き
り
に
な
り
ま
す
。

看
病
し
な
が
ら
幼
い
子
を
育
て
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
苦
し
い

日
々
。
何
度
も
「
も
う
無
理
」
と

思
っ
た
と
い
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た

の
は
、
母
の
存
在
で
し
た
。

「
母
か
ら
教
わ
っ
た
料
理
を
作

る
た
び
に
思
い
出
す
の
が
、
必
死

に
な
っ
て
私
た
ち
を
育
て
て
く
れ

た
母
の
姿
。
何
度
も
く
じ
け
そ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
母
の
味
が
私

に
力
を
く
れ
ま
し
た
。
今
の
私
が

あ
る
の
は
母
の
お
か
げ
で
す
」

中
で
も
「
油
み
そ
」
は
忘
れ
ら

れ
な
い
と
い
い
ま
す
。

「
母
が
仕
事
に
行
く
と
き
、
お

弁
当
の
お
か
ず
と
し
て
よ
く
入
れ

て
い
ま
し
た
。
油
み
そ
を
作
る
と
、

質
素
な
食
事
を
と
り
な
が
ら
朝
早

く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
働
い
て
い
た

母
を
思
い
出
し
、
自
然
と
涙
が
あ

ふ
れ
て
き
ま
す
」

料
理
の
話
を
す
る
と
き
必
ず
出

て
く
る
の
が
母
へ
の
感
謝
の
言
葉
。

ミ
チ
子
さ
ん
に
と
っ
て
料
理
は
母

と
の
思
い
出
そ
の
も
の
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

◎霧島田口

自然と涙があふれる「油みそ」

思い出の味を募集しています。住所、氏名、年齢、電話番号を記入の上、あなたの心に残る、食べたらなぜか元
気になる味をエピソードとともにお寄せください。採用された方には後日連絡の上、取材させていただきます。
（宛先）〒899−4394  国分中央三丁目45番１号　秘書広報課「思い出の味」係

な
ぜ
か
元
気
に
な
る

Taste of m
em

ories

油
み
そ

鈴木ミチ子さん（82）

石
井
さ
ん
の
自
宅（
高
原
町
蒲か
ま

牟む

田た

、
狭さ

野の

小
学
校
隣
）か
ら
見
た
高
千
穂
峰

七環霧 景
かんきりななけい

環霧島探訪

木村探元《富嶽雲烟之図》

会田誠＋21st�Century
Cardboard�Guild
（MONUMENT�FOR�NOTHING�II）

【宮崎県高原町】

シリーズ❶

�

石井久夫さん
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slow
 food &

 cooperation



Vol.89

❶模型を彫刻する姿は真剣そのもの　❷使い慣れた三角刀で
下地の細かい表情を作っていく　❸精巧な作品の下地となるス
ケッチ　❹妻・真由美さんの故郷日当山の昭和40年代の風景
を再現したジオラマ作品「たーまやー」。平成13年、全国的な
大会で大賞を受賞。小物など細部にこだわりが見える　❺喉
を潤したり、談笑したりする兵士たちの様子。戦車の汚れやサ
ボテンのとげまで精密に表現　❻進駐する騎兵隊と歓迎する
人々。馬の筋肉の質感など、マルケン塗りの技が光る

「1日でできる夏休みジオラマ教室」 岩重さんと身近なものでジオラマをつくりませんか
◦日時＝７月27日（日）午前10時～午後４時　◦場所＝鹿児島市立美術館　◦参加費＝800円（材料費、保険料込み）

◦定員＝20人（申し込み多数の場合は抽選）　◦対象＝小学生以上　◦申込期限＝７月16日（水）必着　◦申込方法＝はがき、ファックス、Eメールで。
�問・�申＝鹿児島市立美術館 〒892-0853 鹿児島市城山町4-36 ☎099（224）3400 ℻099（224）3409  Eメール bijutu-gaku@city.kagoshima.lg.jp

❺❻
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を
再
現
し
た
プ
ラ
モ
デ
ル
「
キ
ャ
ン
パ

ス
フ
レ
ン
ズ
シ
リ
ー
ズ
」
を
企
画
・
発

表
。
模
型
フ
ァ
ン
の
間
で
大
き
な
反
響

を
呼
ぶ
な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
影
響
で
仕
事
は
多
忙
を

極
め
、
大
好
き
な
プ
ラ
モ
デ
ル
を
見
る

こ
と
も
苦
痛
に
な
り
、
つ
い
に
は
退
社

す
る
こ
と
に
。
し
ば
ら
く
模
型
か
ら
離

れ
る
た
め
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
バ

イ
ク
で
旅
に
出
ま
し
た
が
、
気
付
い
た

国
分
商
店
街
の
中
央
通
り
に
あ
る

市
内
唯
一
の
模
型
専
門
店
「
マ

ル
タ
カ
ヤ
模
型
」。
店
主
の
岩
重
賢
司

さ
ん
（
53
）
の
独
自
の
塗
装
技
法
は
模

型
フ
ァ
ン
の
間
で
「
マ
ル
ケ
ン
塗
り
」

と
呼
ば
れ
、「
ジ
オ
ラ
マ
界
の
匠た

く
み
」
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
ゼ
ン
マ
イ
や
ゴ

ム
動
力
の
お
も
ち
ゃ
が
大
好
き
だ
っ
た

岩
重
さ
ん
。
当
時
は
お
も
ち
ゃ
も
多
く

な
く
、
少
年
雑
誌
な
ど
で
紹
介
さ
れ
る

プ
ラ
モ
デ
ル
の
ジ
オ
ラ
マ
は
男
の
子
た

ち
の
憧
れ
で
し
た
。「
ジ
オ
ラ
マ
」
と

は
模
型
の
背
景
な
ど
を
作
り
情
景
を
立

体
的
に
表
現
す
る
展
示
作
品
の
こ
と
で
、

岩
重
さ
ん
も
夢
中
に
な
り
ま
す
。

「
模
型
の
作
り
方
や
塗
装
の
仕
方
な

ど
専
門
雑
誌
を
穴
が
空
く
ほ
ど
見
て
研

究
し
ま
し
た
。
専
用
の
塗
装
材
が
手
に

入
ら
な
い
の
で
代
わ
り
に
塗
料
に
歯
み

が
き
粉
を
混
ぜ
て
使
う
な
ど
、
本
物
に

近
づ
け
よ
う
と
何
で
も
試
し
ま
し
た
」。

そ
れ
か
ら
も
ジ
オ
ラ
マ
を
独
学
で
学

び
続
け
た
岩
重
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、

静
岡
県
の
老し

に
せ舗
模
型
メ
ー
カ
ー
「
タ
ミ

ヤ
模
型
」
に
入
社
。
会
社
で
は
プ
ラ
モ

デ
ル
の
企
画
・
設
計
室
に
配
属
さ
れ
ま

す
。
戦
車
な
ど
の
軍
隊
模
型
が
多
か
っ

た
当
時
、
同
年
代
の
若
者
の
日
常
を
表

現
し
た
か
っ
た
岩
重
さ
ん
は
、
流
行
の

車
で
学
生
の
男
女
が
デ
ー
ト
す
る
様
子

THE SCENE

霧島に生きる s
l

o
w

 
l

i
f

e

岩重賢司さん（53）
国分出身。加治木工業高等学校建築科卒業。
趣味は登山やキャンプなどのアウトドア。好き
なジオラマ作家は金子辰

たつ

也
や

さんと山田卓
たく

司
じ

さ
ん。作品は早朝から集中して製作することが
多い。現在「マルタカヤ模型」２代目で妻・真由
美さんと愛犬・ニッパーと暮らす。

ら
旅
先
の
模
型
店
に
足
が
向
い
て
い
た

そ
う
で
す
。「
自
分
は
や
は
り
模
型
が

大
好
き
な
ん
だ
」
と
自
覚
し
た
岩
重
さ

ん
。
そ
れ
か
ら
は
霧
島
市
に
戻
り
、
模

型
店
を
経
営
し
な
が
ら
自
分
の
表
現
し

た
い
作
品
づ
く
り
に
集
中
し
ま
す
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
出
品
の
締
め
切
り

が
ぎ
り
ぎ
り
に
迫
り
、
作
品
の
塗
装
を

淡
い
水
性
塗
料
で
さ
っ
と
塗
る
だ
け
で

仕
上
げ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
精
巧
に
彫
刻
さ
れ
た

模
型
の
顔
や
服
の
溝
に
溜
ま
っ
た
塗
料

が
自
然
な
陰
影
を
つ
け
、
今
ま
で
以
上

に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
作
品
に
。

作
品
は
大
会
で
高
い
評
価
を
受
け
、
卓

越
し
た
彫
刻
技
術
に
裏
付
け
ら
れ
た
こ

の
塗
装
技
法
は
“
マ・

ル・

タ
カ
ヤ
”
の

“
ケ・

ン・

ジ
さ
ん
”か
ら「
マ
ル
ケ
ン
塗
り
」

と
し
て
全
国
の
フ
ァ
ン
の
間
で
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
模
型

専
門
誌
か
ら
作
品
製
作
や
寄
稿
の
依
頼

が
続
き
、
鹿
児
島
市
立
美
術
館
で
模
型

講
座
の
講
師
を
務
め
る
こ
と
も
。

岩
重
さ
ん
は
「
ジ
オ
ラ
マ
は
絵
や
写

真
と
違
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
眺

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
細
か
い
部
分

に
も
き
っ
と
面
白
い
発
見
が
あ
り
ま
す

よ
。
登
場
人
物
に
思
い
を
巡
ら
し
前
後

の
物
語
を
想
像
す
る
の
も
醍
醐
味
の
一

つ
。
和
や
か
な
情
景
が
あ
ふ
れ
る
作
品

を
こ
れ
か
ら
も
作
り
続
け
た
い
」
と
笑

い
ま
す
。

一
つ
の
作
品
を
作
る
の
に
平
均
２
、

３
か
月
は
か
か
り
、
大
作
は
数
年
越
し

に
な
る
と
い
う
ジ
オ
ラ
マ
。
店
を
訪
れ

る
子
ど
も
た
ち
や
模
型
フ
ァ
ン
に
も
手

ほ
ど
き
を
し
て
模
型
の
魅
力
を
伝
え
続

け
ま
す
。
み
ん
な
が
夢
中
に
な
る
姿
を

見
て
目
尻
を
下
げ
る
岩
重
さ
ん
。
そ
こ

に
は
自
身
の
ジ
オ
ラ
マ
で
追
及
し
続
け

る
「
和
や
か
な
情
景
」
が
あ
り
ま
す
。

マルタカヤ模型
国分中央三丁目12-40
☎（45）1296
営業時間／ 10：00 ～ 19：30
定休日／火曜　駐車場あり

❶❹ ❷

❸

和
や
か
な
情
景
を
追
及
す
る

“
ジ
オ
ラ
マ
界
の
匠
”



大
規
模
な
断
層
と
同
方
向
で
あ
る
北
東
－
南

西
方
向
と
、
そ
れ
を
直
交
す
る
北
西
－
南
東

方
向
の
２
方
向
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
三
十
数
万
年
前
に
起
き
た
断
層

と
そ
の
後
の
火
山
活
動
に
よ
る
構
造
運
動
が

こ
の
地
域
に
２
方
向
か
ら
圧
力（
ス
ト
レ
ス
）

を
与
え
た
こ
と
で
、
縦
横
に
断
層
（
亀
裂
）

が
で
き
、
そ
の
亀
裂
に
沿
っ
て
水
が
流
れ
河

川
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
塩
浸
水
力
発
電
所
の
集
水
地
の
下

流
に
、
西
へ
半
島
状
に
突
出
し
た
よ
う
に
迂

回
す
る
河
川
の
付
け
根
に
、
北
東
－
南
西
方

向
の
洞
穴
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
洞
穴
は
人
為

的
な
鑿の

み

跡あ
と

が
残
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
期
に
用

↑

天
降
川
と
不
思
議
な
地
形

水
路
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
お

そ
ら
く
こ
れ
は
断
層
に
よ
っ
て
亀
裂
が
生
じ
、

そ
こ
に
河
川
の
水
が
流
れ
込
ん
で
洞
穴
が
出

現
し
、
こ
れ
を
利
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
写
真
①
に
あ
る
よ
う
に
洞
穴
の
延
長
上

に
は
、
断
層
に
よ
っ
て
で
き
た
亀
裂
が
走
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
久
留
味
川
に
も
、
写
真
②
の
よ
う

に
河
川
に
沿
っ
た
北
東
－
南
西
方
向
の
断
層

に
よ
る
ず
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
、
天
降
川
の
成
り
立
ち

こ
の
よ
う
に
天
降
川
は
、
地
殻
変
動
や
火

山
活
動
に
よ
っ
て
、
現
在
の
場
所
を
流
れ
る

よ
う
に
な
り
、
三
万
年
の
歳
月
を
か
け
て
流

水
に
よ
る
浸
食
に
よ
っ
て
、
現
在
の
地
形
を

形
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
地
は
火
砕
流
な
ど
が
幾
重
に
も

堆
積
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
層
の
間
を

地
下
水
が
流
れ
横
川
町
の
「
大お

お

出で

水み
ず

」
を
代

表
す
る
よ
う
に
、
多
く
の
湧
水
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
豊
富
な
湧
水
に
よ
っ
て
、
極
め
て
水
質

の
良
い
環
境
が
保
た
れ
て
お
り
、
清
流
で
限

ら
れ
た
場
所
に
し
か
生
息
し
な
い
「
カ
ワ
ゴ

ケ
ソ
ウ
」
も
自
生
し
て
い
ま
す
。

天
降
川
中
流
域
は
、
開
発
の
手
が
ほ
と
ん

ど
入
っ
て
お
ら
ず
、
豊
か
な
自
然
を
そ
の
ま

ま
に
残
し
、
さ
ら
に
は
地
質
・
火
山
・
植
物

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
貴
重
な
資
料
が
た
く

さ
ん
点
在
し
て
い
ま
す
。

（
文
責
＝
鈴
）

こ
と
が
で
き
、
学
術
的
に
も
教
育
に
お
け
る

野
外
標
本
と
し
て
も
大
変
貴
重
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
３
月
27

日
、「
天
降
川
流
域
の
火
砕
流
堆
積
物
」
と
し

て
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
不
思
議
な
地
形

天
降
川
は
、
三
十
数
万
年
前
の
大
規
模
な

断
層
に
よ
っ
て
窪
地
が
で
き
、
そ
の
断
層
面

（
北
東
－
南
西
の
方
向
）
に
沿
っ
て
河
川
が

形
成
さ
れ
、
現
在
の
場
所
を
流
れ
て
い
ま
す
。

天
降
川
の
地
形
を
詳
し
く
見
て
い
く
と
、

不
思
議
な
現
象
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
、
新
川
渓
谷
遊
歩
道
に
架
か
る
ラ
ム
ネ

橋
か
ら
上
流
へ
天
降
川
・
久
留
味
川
そ
れ
ぞ

れ
約
２
㌔
の
範
囲
は
、
周
辺
の
河
川
に
比
べ

て
著
し
く
蛇
行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
方
向
は
、

（
約
十
万
年
前
）
や
錦
江
湾
を
起
源
と
す
る

姶
良
カ
ル
デ
ラ
（
約
三
万
年
前
）
の
火
砕
流

の
地
層
が
連
続
し
て
露
出
し
て
い
ま
す
。
九

州
の
５
大
カ
ル
デ
ラ
噴
火
１注

の
う
ち
、
３
つ

の
噴
火
の
火
砕
流
堆
積
物
が
見
ら
れ
る
地
質

学
的
に
も
大
変
貴
重
な
地
域
で
す
。
ち
な
み

に
「
火
砕
流
」
と
は
、
高
温
の
溶
岩
の
か
け

ら
や
火
山
灰
、
火
山
ガ
ス
な
ど
が
混
ざ
り

合
っ
て
流
れ
出
し
、
熱
風
を
伴
っ
て
周
辺
を

焼
き
尽
く
す
現
象
で
、
姶
良
カ
ル
デ
ラ
の
場

合
は
火
砕
流
が
南
九
州
を
覆
い
尽
く
し
、
標

高
２
６
０
㍍
ま
で
シ
ラ
ス
が
堆
積
し
て
い
ま

す
。

前
回
は
天
降
川
と
温
泉
の
関
係
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
天
降
川
の
不
思

議
な
地
形
と
そ
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

一
、
国
指
定
天
然
記
念
物

天
降
川
の
河
川
の
底
は
、
え
び
の
盆
地
を

起
源
と
す
る
加
久
藤
カ
ル
デ
ラ
（
約
三
十
四

万
年
前
）
の
火
砕
流
堆
積
物
を
ベ
ー
ス
に
、

指
宿
地
域
を
起
源
と
す
る
阿
多
カ
ル
デ
ラ

噴
火
時
に
火
砕
流

堆
積
物
が
熱
と
重
さ

に
よ
っ
て
再
石
化
し

た
「
溶
結
凝ぎ

ょ
う

灰か
い

岩が
ん

」
は

天
降
川
の
河
底
に
露
出

し
て
お
り
、
水
の
作
用

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

甌お
う

穴け
つ

を
つ
く
り
出
し
て

い
ま
す
。
そ
の
特
徴
は
、

甌
穴
形
成
の
初
期
の
段

階
か
ら
甌
穴
が
発
達
し

て
一
つ
に
つ
な
が
り
溝

を
形
成
す
る
な
ど
、
甌

穴
の
発
達
過
程
を
見
る

霧島山が国立公園に指定されて80周年。国立公園をもっと知って、もっ
と楽しむためのシリーズ第２回目は、ＮＰＯ法人くすの木自然館の
専門研究員浜本麦

ばく

さんの案内で、秘書広報課の広報担当：川床智文が、
天降川河口の干潟の楽しさを体験してきました。

今
回
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
す
の
木
自
然
館

専
門
研
究
員

浜
本 

麦ば
く

さ
ん（
31
）

秘
書
広
報
課

川
床 

智
文（
35
）

エイが
いた跡

エイがいた跡がえぐれている。線状

の部分がしっぽ。干潮時は潮溜まり

になり、生き物のオアシスになる。

謎の石の大
群

干潟には人の胴体ほどの大きさの石

がゴロゴロ。正体は江戸時代に干潟

を作るために置かれた石。

オサガニ準絶滅危惧種（鹿児島県2014）。大

きいものが多くいることは、それだ

け豊かな干潟であることの証明。

干潟は川からの堆積物によってできます。海は太陽と月の影響で約６時
間ごとに満ち引きを繰り返し、潮が引いている間だけ姿を現します。カ
ルデラである錦江湾奥は、海岸のほとんどが崖のように切り立っていて、
干潟はとても貴重な存在。霧島市では主に天降川河口、清水川河口、下
井海岸、小浜海岸で見ることができます。

◎干潟の４つの役割
◦水や砂の浄化作用。
◦鳥の餌場と休憩所。
◦海の小さな生き物の繁殖地（海のゆりかご）。
◦干潟の生き物が陸の有機物を分解し海に流す（陸と海をつなぐ）。
◎干潟での注意
◦雷が鳴りはじめたら速やかに避難しましょう。
◦ 生き物は勝手に持ち帰らないようにしましょう。
◦ ごみを捨てないようにしましょう。
◎干潟を楽しむ服装
◦日焼け防止のため
　麦わら帽子（つばの長い帽子）、長袖、タオル（首に巻く）、日焼け止め
◦安全のため
　軍手、長靴（貝やガラスなどで切らないため）

干潟にはかわいい生き物がいっぱい。
ぜひ親子や友人と

遊びに行ってみてください。

天降川河口干潟

生き物を探すのに

思わず夢中になりました。

市
内
に
あ
る
４
つ
の
干
潟
の
う

ち
、
最
も
広
い
天
降
川
河
口
の
干

潟
へ
干
潮
時
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
驚
い
た
の
が
、
陸
か
ら

１
０
０
㍍
ほ
ど
先
ま
で
続
く
広
大

な
干
潟
に
た
く
さ
ん
の
大
き
な
石

が
転
が
る
絶
景
。
先
の
海
岸
線
に

見
え
る
人
影
が
豆
粒
の
よ
う
。
こ

れ
か
ら
何
が
起
こ
る
の
か
わ
く
わ

く
し
つ
つ
、
浜
本
さ
ん
の
案
内
で

さ
っ
そ
く
生
き
物
探
し
に
挑
戦
。

す
ぐ
目
に
付
く
の
が
た
く
さ
ん

の
カ
ニ
の
巣
穴
。
干
潮
時
に
し
か

餌
を
食
べ
な
い
習
性
を
持
つ
カ
ニ

は
、
じ
っ
と
動
か
ず
待
て
ば
出
て

く
る
と
の
こ
と
。
辛
抱
強
い
カ
ニ

と
の
我
慢
比
べ
を
楽
し
ん
だ
後
は

泥
の
中
や
、
石
の
裏
側
を
捜
索
。

そ
こ
に
は
ゴ
カ
イ
や
エ
ビ
、
貝
な

ど
多
く
の
小
さ
な
生
き
物
が
。
浜

本
さ
ん
に
干
潟
の
役
割
や
生
き
物

の
特
徴
を
教
わ
り
、
そ
の
魅
力
に

思
わ
ず
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
身
近
で
楽
し
い
貴
重
な
干

潟
が
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
残
っ
て

ほ
し
い
と
強
く
思
い
、
ゴ
ミ
拾
い

で
締
め
く
く
っ
た
今
回
の
体
験
。

次
は
き
っ
と
家
族
や
友
人
と
訪

れ
よ
う
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
干
潟
に

出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
体
験
ル
ポ
＝
川
床
智
文
）

注１　阿蘇・加久藤・姶良・阿多・鬼界カルデラ

新川渓谷遊歩道

国指定天然記念物範囲 断層の方向

①洞窟とその延長上の亀裂

②断層（近景）

石の下には多くの生き物が外敵から狙われにくい石の下は生き
物の楽園。石を裏返すときフジツボ
で手を切らないように注意。

多様な生き物の憩いの場所
干
潟
と
は

今回と同じような体験が随時できます。
◦料金＝１人1,000円程度（団体割引あり）
�問＝ＮＰＯ法人くすの木自然館  ☎（67）6042

マメコブシガニ ヤドカリ

タテジマ

イソギンチャク

ハクセン

シオマネキ

ニホン

スナモグリ（エビ）

干潟の
観察会

陸上自衛隊
国分駐屯地

隼
人
東
Ｉ
Ｃ

○文
国分西小

天降川小○文

東九州自動車道

60

473

223

10

天
降
川

※近くに駐車場はありません。

シリーズ❷

塩浸水力発電所

天
降
川

久
留
味
川
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お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
の

納
税
通
知
と
変
更
点
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知

書
な
ど
は
、
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
で
納
め
て
い
る
方
に
は
６
月

に
、
年
金
引
き
落
と
し
で
納
め
て

い
る
方
に
は
７
月
に
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
地
方
税
法
の
一
部
改
正

に
よ
る
平
成
26
年
度
の
主
な
変
更

点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⃝
�

低
所
得
者
に
係
る
保
険
税
軽
減

の
拡
充

５
割
・
２
割
軽
減
の
対
象
と
な

る
世
帯
の
軽
減
判
定
所
得
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

⃝
�

課
税
限
度
額
の
見
直
し

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度

額
が
、
現
行
の
77
万
円
か
ら
81
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◎�

�問
＝
税
務
課
市
民
税
グ
ル
ー
プ

☎（
64
）０
８
８
４
、
各
総
合
支

所
地
域
振
興
課

復
興
事
業
等
推
進
の
た
め

個
人
市
県
民
税
が
変
更
に

東
日
本
大
震
災
に
関
連
す
る
特

例
法
に
基
づ
き
、
平
成
26
年
度
か

ら
平
成
35
年
度
ま
で
の
10
年
間
に

限
り
、
市
民
税
と
県
民
税
の
均
等

割
額
が
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
ず
つ

引
き
上
げ
ら
れ
、
一
人
当
た
り
年

額
１
０
０
０
円
の
増
額
に
な
り
ま

す
。こ

の
増
額
分
は
、
避
難
所
な
ど

の
防
災
拠
点
や
防
災
設
備
の
整
備

な
ど
の
防
災
・
減
災
事
業
を
実
施

す
る
た
め
の
財
源
に
充
て
ら
れ
ま

す
。

◎�

�問
＝
税
務
課
市
民
税
グ
ル
ー
プ

☎（
64
）０
８
８
４
、
各
総
合
支

所
地
域
振
興
課

錦
江
湾
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

錦
江
湾
岸
の
市
町
全
体
で
海
岸

清
掃
を
行
い
ま
す
。
霧
島
市
内
で

は
３
か
所
の
海
岸
清
掃
を
行
い
ま

す
。（
小
雨
決
行
）

⃝
�

日
時
／
場
所

◦�

７
月
５
日（
土
）午
前
６
時
30
分

～
８
時
／
国
分
下
井
海
岸

◦�

７
月
６
日（
日
）午
前
８
時
～
９

時
30
分
／
小
浜
海
岸

◦�

７
月
21
日（
祝
・
月
）午
前
７
時

～
９
時
／
福
山
港
周
辺
海
岸

※�

作
業
用
手
袋
、
タ
オ
ル
な
ど
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
み
袋

は
当
日
配
布
し
ま
す
。

※�

参
加
は
個
人・
団
体
を
問
い
ま
せ

ん
。（
団
体
参
加
者
は
事
前
に

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

◎�

�問・�申
＝
企
画
政
策
課
企
画
政

策
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
１
４

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

主
催
講
座

⃝
�

会
場
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

⃝
�

対
象
＝
霧
島
市
民

⃝
�

定
員
＝
各
20
人

⃝
�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
講

座
番
号
、
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送
。

※��

５
０
１�

と�

５
０
２�

は
、
同
時

申
し
込
み
不
可
。

⃝
�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◎�

�問・�申
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎

（
64
）０
９
１
９
、〒
８
９
９
－
４

３
９
４
国
分
中
央
三
丁
目
45
－
１

第
２
回
文
化
講
演
会

市
文
化
協
会
で
は
「
文
化
の
ち

か
ら
」
と
題
し
、
タ
レ
ン
ト
の
猪

俣
睦
彦
さ
ん
を
迎
え
て
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。（
入
場
無
料
）

⃝
�

日
時
＝
６
月
22
日（
日
）
午
後

２
時
か
ら
（
開
場
＝
午
後
１
時

30
分
）

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

⃝
�

定
員
＝
先
着
２
０
０
人

◎�

�問
＝
市
文
化
協
会
事
務
局
（
文

化
振
興
課
内
）☎（
42
）１
１
１
９

男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

６
月
23
日
か
ら
29
日
は
男
女
共

同
参
画
週
間

で
す
。
本
年

度
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ

は
「
家
事
場

の
パ
パ
ヂ
カ
ラ
」。

職
場
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
で
、

男
性
も
女
性
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
一
人
一

人
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
で
男
女
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎�

�問
＝
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参

画
推
進
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９

１
４

自
衛
官
募
集
地
域
説
明
会

自
衛
官
採
用
試
験
種
目
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
７
月
５
日（
土
）午
後
２

時
か
ら

⃝
�

会
場
＝
国
分
公
民
館
３
階
大
研

修
室

◎�

�問
＝
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力

本
部
国
分
地
域
事
務
所
☎（
45
）

１
８
３
６

経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
・

商
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

平
成
26
年
７
月
１
日
現
在
で
経

済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
お
よ
び
商

業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
統
計
法
に
基
づ
い
た
調

査
で
、
経
済
、
商
業
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
や
、
社
会
経
済
の

発
展
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

６
月
下
旬
か
ら
、
市
内
全
て
の

事
業
所
へ
「
調
査
員
証
」
を
携
行

し
た
調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
票

を
配
布
し
ま
す
。
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
調
査
票
は
統
計
法
に
定
め

ら
れ
て
い
る
利
用
目
的
以
外
に
使

用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎�

�問
＝
情
報
政
策
課
☎（
64
）０
９

３
３

募
　
集

横
川
運
動
公
園
情
報

■�

ボ
デ
ィ
リ
セ
ッ
ト
ヨ
ー
ガ

＆
ピ
ラ
テ
ィ
ス

⃝
�

日
時
＝
７
月
５
日
～
26
日
（
毎

週
土
曜
、
全
４
回
）、
午
後
６

時
30
分
～
７
時
30
分

⃝
 

場
所
＝
横
川
体
育
館

⃝
 

対
象=

成
人
男
女

⃝
�

定
員
＝
先
着
30
人
（
５
人
以
上

か
ら
実
施
）

⃝
�

受
講
料
＝
２
４
０
０
円

■
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室

⃝
 

日
時
＝
７
月
６
日（
日
）、
13
日

（
日
）
午
前
11
時
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
横
川
温
水
プ
ー
ル

⃝
�

対
象
＝
小
学
生
男
女

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人
（
５
人
以
上

か
ら
実
施
）

⃝
�

受
講
料
＝
１
２
０
０
円

◎�

�問・�申
＝
横
川
運
動
公
園
☎（
72
）

０
６
１
９

国
際
交
流
員
と

交
流
し
よ
う

⃝
�

対
象
＝
霧
島
市
民

※�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
。

◎�

�問・�申
＝
企
画
政
策
課
国
際
交

流
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
１
４

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

国
分
・
隼
人
地
区
の
市
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
団
地
ご
と
に
受
け

付
け
（
１
世
帯
１
団
地
に
限
る
）、

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先 ＝応募先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905 K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N

講座
番号 講　座　名 期　日 時　間 受講料 申込期限

（必着）

1002 仕事に役立つワード基礎講座（文書作成）
7/ 8（火）

9（水）
18：30 ～
20：30 500円 6/24

（火）

701 デジタルカメラ入門講座 7/ 9（水） 9：30 ～
15：30 500円 6/25

（水）

501 エクセル2010基礎講座入門コース
7/15（火）

16（水）
9：30 ～
15：30 1,000円 7/1

（火）

502 エクセル2010基礎講座（ステップアップコース）
7/17（木）

18（金）
9：30 ～
15：30 1,000円 7/1

（火）

※詳細は市ホームページをご覧ください。

場　　　所 日　　　　　程

すこやか保健センター

7月 3日（木）・4日（金）

9月 6日（土）

10月22日（水）～ 24日（金）

11月12日（水）～ 15日（土）

霧島保健福祉センター 7月31日（木）午後のみ・8月1日（金）午前のみ

国分保健センター

8月24日（日）～ 29日（金）

10月20日（月）・ 21日（火）

11月26日（水）～ 28日（金）

12月 9日（火）・ 10日（水）

溝辺保健福祉センター 9月 2日（火）午後のみ・ 3日（水）

牧園保健センター 9月 4日（木）午後のみ・ 5日（金）

福山活性化センター 9月25日（木）午後のみ・26日（金）午前のみ　

横川保健センター 9月29日（月）午後のみ・30日（火）午前のみ

カラダも心もスッキリヘルスビューティー講話 からだスッキリエクササイズ 溝辺 横川 牧園 霧島 福山

自分の体再発見「世界が注目“和食”のここがすごい」 脂肪を燃やすウオーキング 7/ 2 7/ 8 7/18 8/11 7/16

やっぱり気になるCOPD「まんべんなく食べて低栄養予防」 ソフトジムボールでお腹シェイプ 8/ 6 11/12 8/18 10/15 1/21

知っておきたい薬の飲み合わせ チューブ体操でシェイプアップ 9/16 1/20 2/20 11/ 5 10/22

頑張りすぎない介護が元気の秘訣 リズムに合わせてチェアー体操 10/ 7 3/10 11/4 2/13 8/27

歯
し

って得する「健口」生活 笑いヨガで、体も心もすっきり 11/11 9/ 5 3/13 7/ 4 12/10

若さの秘訣は血管にあり「天然のだしを使っておいしく減塩」 らくらくウオーキング＆
ポールエクササイズ 12/ 2 10/17 10/ 2 9/17 9/10

心豊かに楽しく生きるコツ ソフトジムボールでお腹シェイプ 1/ 6 8/ 4 9/11 12/15 3/11

若さの秘訣は血管にあり「食物繊維を上手にとって糖尿病予防」 チューブ体操でシェイプアップ 2/17 12/24 12/12 1/14 11/26

若さの秘訣は血管にあり「腎臓をいたわる４つのポイント」 リズムに合わせてチェアー体操 3/17 2/ 4 1/30 3/26 2/27

女性検診（子宮がん・乳がん・骨粗しょ
う症）を実施します
◦ 対象者＝【子宮がん検診】20歳以上（平成７年３月31日以前に

生まれた方）、【乳がん検診】40歳以上（昭和50年３月31日以前
に生まれた方）の市民。

◦ 料金＝子宮がん検診700円、乳がん検診（50歳未満）2,000円
（50歳以上）1,500円、骨粗しょう症検診843円

※ 子宮がん検診および乳がん検診については、がん検診推進事業
対象者に対して、検診が無料となる「クーポン券」を送付します。

※受付時間は午前８時30分～９時、午後０時30分～１時です。

「スッキリしま教室」で健康な体を目指そう
◦ 対象＝40歳以上の方で健康に関心のある方　◦時間＝午後１時～３時30分　◦ 定員＝各会場先着15人　◦ 申込開始日＝６月17日（火）
◦申込方法＝電話で。　◦場所＝溝辺／溝辺保健福祉センター、横川／横川保健センター、牧園／牧園保健センター、霧島／霧島保健福
祉センター、福山／福山活性化センター

�問＝健康増進課 ☎（64）0905、すこやか保健センター ☎（42）1178

�問・�申＝すこやか保健センター ☎（42）1178

国際料理キッチン
～中国の夏の定番、
おかゆを作ろう～

韓国語教室
～ 2時間でハングルが
読めるようになろう～

日　時 7/3（木）
18：00 ～ 20：30

①7/8（火）、②7/15（火）
18：30 ～ 19：30

場　所 国分公民館
２階調理実習室・調理講義室

国分公民館
３階中研修室

定　員 先着15人 先着15人
受講料 500円 無料
申込期限 6/30（月） ①7/4（金）、②7/11（金）

※少数の場合は中止することもあります。
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申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

⃝
�

申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間
＝

６
月
16
日（
月
）～
27
日（
金
）

⃝
 

抽
選
日
＝
７
月
10
日（
木
）

※�

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
所
得
制

限
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

※�

部
屋
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
国
分
隼
人
地
区
は
建
築
住

宅
課
住
宅
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０

９
０
９
、
そ
の
ほ
か
の
地
区
は

各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

天
降
川
地
区
共
同

利
用
施
設
情
報

■�

い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
使
え
る
万

能
め
ん
つ
ゆ
作
り
講
座

⃝
�

日
時
＝
７
月
17
日（
木
）午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分

⃝
�

対
象
＝
成
人
男
女

⃝
�

定
員
＝
先
着
10
人

⃝
 

準
備
す
る
も
の
＝
筆
記
用
具
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
。

⃝
�

受
講
料
＝
１
８
５
０
円
（
材
料

費
込
み
）※
大
瓶（
６
６
０
cc
）

３
本
分
の
め
ん
つ
ゆ
を
持
ち
帰

り
で
き
ま
す
。

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話
。

■�

親
子
陶
芸
教
室
～
世
界
に
一
つ

だ
け
の
器
作
り
２
０
１
４
～

⃝
�

日
時
＝
７
月
29
日（
火
）午
前
９

時
～
正
午

⃝
�

定
員
＝
先
着
親
子
15
組

⃝
�

準
備
す
る
も
の
＝
筆
記
用
具
、

エ
プ
ロ
ン

⃝
�

受
講
料
＝
親
子
一
組
２
１
６
０

円
（
材
料
費
込
み
）

※�

１
人
増
え
る
ご
と
に
８
６
０
円

追
加
（
４
歳
以
下
は
粘
土
な
し

で
無
料
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話
。

◎�
�問・�申
＝
天
降
川
地
区
共
同
利

用
施
設
☎（
43
）１
９
５
１

サ
ン
・
あ
も
り
自
主
講
座

■ 

た
の
し
い
テ
ニ
ス

⃝
�

日
時
＝
７
月
～
９
月
、
午
前
９

時
～
11
時
（
毎
週
火
曜
、
全
10

回
）

※
開
講
日
＝
７
月
１
日（
火
）

⃝
�

受
講
料
＝
４
０
０
０
円

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人

■
太
極
拳
講
座

⃝
�

日
時
＝
７
月
～
９
月
、
午
後
２

時
～
３
時
30
分
（
毎
週
金
曜
、

全
10
回
）

※�

開
講
日
＝
７
月
４
日（
金
）

⃝
�

受
講
料
＝
４
３
２
０
円

⃝
 

定
員
＝
先
着
20
人

■
骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
講
座

⃝
�

日
時
＝
７
月
～
９
月
、
午
前
９

時
20
分
～
10
時
20
分
（
毎
週
月

曜
、
全
９
回
）

※�

開
講
日
＝
７
月
７
日（
月
）

⃝
�

受
講
料
＝
３
８
８
８
円

⃝
�

定
員
＝
先
着
30
人

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話
。

◎�

�問・�申
＝
サ
ン
あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

公
共
職
業
訓
練
受
講
生

（
農
業
人
材
育
成
科
）募
集

農
業
基
礎
、
土
壌
肥
料
実
習
、

野
菜
栽
培
実
習
、
病
害
虫
駆
除
実

習
、
就
職
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

⃝
�

応
募
資
格
＝
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
な
ど
で
、
公
共
職
業
安
定

所
か
ら
受
講
推
薦
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
訓
練
を
受
け
て
関

係
職
種
へ
就
職
を
希
望
す
る
方
。

⃝
�

選
考
試
験
＝
７
月
９
日（
水
）午

前
９
時
か
ら

⃝
�

会
場
＝
鹿
児
島
県
立
鹿
屋
高
等

技
術
専
門
校

⃝
 

定
員
＝
15
人

⃝
�

申
込
方
法
＝
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
�

募
集
期
限
＝
６
月
30
日（
月
）

⃝
�

訓
練
期
間
＝
７
月
24
日
～
平
成

27
年
１
月
23
日
、午
前
９
時
～
午

後
３
時
30
分（
土
日
祝
日
除
く
）

⃝
�

訓
練
施
設
＝
た
か
ら
べ
森
の
学

校
（
旧
財
部
北
中
学
校
）

※�

近
く
に
公
共
交
通
機
関
が
な
い

た
め
、
自
動
車
な
ど
で
通
学
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⃝
�

受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、

実
習
費
用
と
し
て
１
万
３
０
０

０
円
程
度
必
要
）

◎�

�問
＝
県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門

校
☎
０
９
９
４（
44
）８
６
７
４

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
を

親
子
で
訪
れ
ま
せ
ん
か

県
内
に
は
２
か
所
の
ハ
ン
セ
ン

病
療
養
所
が
あ
り
、
親
子
で
各
療

養
所
の
訪
問
を
希
望
す
る
方
々
を

募
集
し
て
い
ま
す
。（
参
加
無
料
）

⃝
�

対
象
＝
小
・
中
・
高
校
生
と
そ

の
保
護
者

※�

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�申
＝
県
庁
保
健
福
祉
部
健

康
増
進
課
ハ
ン
セ
ン
病
担
当
相

談
窓
口
☎
０
９
９（
２
８
６
）２

７
２
０

放
送
大
学
10
月
生
募
集

放
送
大
学
で
は
平
成
26
年
度
第

２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
、心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自

然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。
資
料
は
無
料
で
差
し
上

げ
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

⃝
�

出
願
期
限
＝
８
月
31
日（
日
）

◎�

�問
＝
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ

ン
タ
ー
☎
０
９
９（
２
３
９
）３

８
１
１

霧
島
版「
和
食
」検
定

昔
な
が
ら
の
日
本
の
食
べ
物
を

学
び
な
が
ら
作
り
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
調
理
実
習

室
・
調
理
講
義
室

⃝
�

費
用
＝
入
会
費
１
０
０
０
円
、

参
加
費
（
毎
回
）
１
０
０
０
円

■
ジ
ュ
ニ
ア
向
け

⃝
�

期
日
＝
７
月
13
日
～
11
月
９
日

（
日
曜
、
全
５
回
）

⃝
�

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
１
時

⃝
�

対
象
＝
小
学
５
年
～
高
校
生

⃝
�

定
員
＝
先
着
15
人

■
シ
ニ
ア
向
け

⃝
�

期
日
＝
７
月
18
日
～
12
月
19
日

（
金
曜
、
全
５
回
）

⃝
�

時
間
＝
午
後
６
時
～
９
時

⃝
�

対
象
＝
成
人�

⃝
�

定
員
＝
先
着
25
人

◎�

�問・�申
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
霧
島
食

育
研
究
会【
千
葉
】☎
０
９
０（
４

９
８
２
）８
８
９
８

税
務
職
員
採
用
試
験

⃝
�

受
験
資
格
＝
高
校
卒
業
見
込
み

の
方
お
よ
び
高
校
卒
業
後
３
年

を
経
過
し
て
い
な
い
方
。

⃝
�

第
一
次
試
験
＝
９
月
７
日（
日
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
人
事
院
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
国
家
公
務
員
試
験
採

用
情
報
ナ
ビ
」
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み
、
申

し
込
み
先
（
※
）
へ
申
込
用
紙

（
最
寄
り
の
税
務
署
に
あ
り
ま

す
）
を
郵
送
。

※�

申
し
込
み
先
は
第
一
次
試
験
地

で
異
な
り
ま
す
の
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

⃝
�

申
込
受
付
期
間

◦�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝
６
月
23
日

（
月
）～
７
月
２
日（
水
）

◦�

郵
送
・
持
参
＝
６
月
23
日（
月
）

～
26
日（
木
）※
当
日
消
印
有
効

◎�

�問
＝
人
事
院
九
州
事
務
局
☎
０

９
２
（
４
３
１
）７
７
３
３

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
公
認
審
判
員
の

資
格
を
取
得
し
ま
せ
ん
か

霧
島
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で

は
、
第
三
種
公
認
審
判
員
認
定
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
７
月
６
日（
日
）午
前
９

時
～
午
後
２
時
（
受
付
＝
午
前

８
時
30
分
か
ら
）

⃝
�

場
所
＝
国
分
海
浜
公
園
体
育
館
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

⃝
�

受
講
料
＝
３
５
０
０
円

⃝
�

定
員
＝
40
人

⃝
�

対
象
＝
15
歳
以
上
（
高
校
生
は

除
く
）

※�

霧
島
市
外
の
方
も
受
講
で
き
ま

す
。

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
で
（
当
日
ま

で
申
し
込
み
可
）

⃝
�

準
備
す
る
も
の
＝
筆
記
用
具
、

運
動
の
で
き
る
服
装
。

◎�

�問
＝
霧
島
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
事
務
局
【
西
山
】
☎（
47
）１

７
１
７

相
　
談

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の

相
談
に
応
じ
ま
す

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
悩
み
や
、
嫌

が
ら
せ
・
差
別
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
・
匿
名
可
）

⃝
�

期
間
＝
平
成
27
年
３
月
31
日
ま

で
の
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※�

日
曜
・
祝
日
、
８
月
10
日
～
17

日
、
12
月
27
日
～
１
月
4
日
は

休
み
。

◎�
�問
＝
公
益
財
団
法
人
人
権
教
育

啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
（
相
談
専

用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
☎
０
１

２
０（
７
７
１
）２
０
８

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先 ＝応募先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905 K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N

施設名
（住所）

星塚敬愛園 奄美和光園

（鹿屋市星塚町4204）（奄美市名瀬和光町1700）

日　時
8/8（金）

県庁集合 8：15
現地集合10：00

8/22（金）
大島支庁集合12：45
現地集合13：10

定　員 先着130人 先着30人

申込締切 7/15（火） 8/1（金）

国際交流員ステファニーとお別れの交流をしませんか
英語でティータイム（無料）

◦ 日時＝７月２日（水）午後２時～３時
◦ 場所＝国分公民館２階調理講義室
◦ 対象＝英語初級レベル以上の方（会話は英語で

行います）
◦ 申込期限＝７月１日（火）

国際交流ダンス教室（無料）
ベリーダンスを踊りましょう。

◦ 日時＝７月２日（水）午後６時～７時30分
◦ 場所＝国分公民館４階音楽室
◦ 対象＝中学生以上の女性
◦ 申込期限＝７月１日（火）

国際料理キッチン
フランスの“キッシュ”を作るランチスペシャル。

◦ 日時＝７月16日（水）午前10時30分～午後１時
◦ 場所＝国分公民館２階調理実習室・調理講義室
◦ 参加費＝500円
◦ 申込期限＝７月９日（水）

Ｅｎｇｌｉｓｈ　Ｈｏｕｒ（無料）
◦ 日時＝【初級】７月７日（月）午後６時～７時、【中

級】７月７日（月）午後７時10分～８時10分、
【上級】７月14日（月）午後６時～７時

◦ 場所＝国分公民館３階中会議室
◦ 申込期限＝【初級・中級】７月４日（金）、【上級】

７月11日（金）
※参加は１人１つの級に限ります。
※ 上記４つの定員は全て先着15人。少数のとき

は中止の場合もあります。市ホームページから
も申し込みができます。

�問・�申＝企画政策課国際交流グループ ☎（64）0914

感謝のお茶会
茶道裏千家の入門も果たした「お点

て ま え
前」でおもて

なしします。
◦ 日時＝７月４日（金）午前11時～午後２時
◦ 場所＝市役所１階ロビー
◦ 参加料＝300円
�問＝裏千家四季の会【勝間宗

そうしょう

昭】  ☎（43）4008

霧
島
市
国
際
交
流
員

ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
・
ハ
リ
ス
さ
ん（
26
）

（
ア
メ
リ
カ
出
身
）

７月に帰
国します

。あっと
い

う間の３
年間でし

た。感謝
の

気持ちを
最後の交

流に込め
た

いです。
ぜひご参

加くださ
い。
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

合
同
金
婚
式
、
今
年
は
参
加

す
る
は
ず
で
し
た
。
１
月

末
ま
で
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
た

主
人
が
突
然
の
が
ん
。
そ
れ
も
末

期
。
延
命
は
し
な
い
と
決
め
て
い

ま
し
た
が
、
家
で
み
と
る
決
断
は

な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
娘
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
の
力
強
い
後
押
し
で
、
わ
が

家
は
立
派
な
病
室
に
変
身
。「
お

帰
り
な
さ
い
お
父
さ
ん
」。
血
圧

測
定
や
点
滴
を
て
き
ぱ
き
と
処
置

し
て
い
た
だ
き
、
主
人
は
病
人
で

は
な
く
、
ま
る
で
「
お
殿
様
」
に

見
え
ま
し
た
。
桜
の
花
も
見
ず
に

逝
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、「
家
で

み
と
れ
て
良
か
っ
た
ぁ
」。
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
を
は
じ
め
、、

た
く
さ
ん
の
方
に
感
謝
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
あ

じ
さ
い
73
歳
女
性
）

●

突
然
の
こ
と
で
大
変
で
し
た
ね
。

ご
主
人
も
最
期
を
自
宅
で
過
ご
せ

て
喜
ば
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

あ
る
と
き
、
孫
と
郵
便
局
に

急
い
で
行
く
用
事
が
あ
り
、

私
が
運
転
し
て
連
れ
て
行
き
ま
し

た
。
焦
っ
て
い
て
、
よ
く
確
認
せ

ず
駐
車
場
に
車
を
止
め
よ
う
と
し

た
ら
、
歩
道
に
乗
り
上
げ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ど
う
し
よ
う
か
と
二

人
で
困
っ
て
い
た
ら
、
近
く
に
止

め
て
い
た
男
性
が
車
を
持
ち
上
げ

る
道
具
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
り
、

近
く
に
い
た
女
性
、
郵
便
局
の
方

も
手
伝
っ
て
く
だ
さ
り
、
車
を
持

ち
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本

当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
ど
う
し
て
も
こ
の
気
持
ち

を
伝
え
た
か
っ
た
の
で
お
手
紙
を

書
き
ま
し
た
。
あ
の
と
き
助
け
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
霧
島

市
民
で
良
か
っ
た
で
す
。（
と
ん

ち
ゃ
ん
70
歳
女
性
）

●

昨
年
７
月
の
夜
７
時
ご
ろ
、

買
い
物
か
ら
の
帰
宅
途
中

に
道
に
迷
い
、
２
時
間
く
ら
い
山

の
中
を
車
で
さ
ま
よ
い
ま
し
た
。

ど
う
し
て
も
道
が
分
か
ら
ず
困
っ

て
い
る
と
、
一
台
の
車
が
通
り
か

か
り
、
誘
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
20
代
ぐ
ら
い
の
男
性
で
し
た
。

名
前
も
教
え
て
く
だ
さ
ら
ず
去
っ

て
行
か
れ
ま
し
た
。
本
当
に
助
か

り
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

牧
園
の
優
し
い
お
兄
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
。（
大
阪
か
ら
引
っ
越
し
て

き
た
お
ば
は
ん
72
歳
女
性
）

●

車
を
乗
り
上
げ
た
り
、
道
に
迷

っ
た
り
。
助
け
て
い
た
だ
き
良
か

っ
た
で
す
ね
。
霧
島
人
は
温
か
い
。

で
も
、
次
か
ら
は
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
ね
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
用
の
苗

配
布
に
友
達
２
人
で
参
加

し
ま
し
た
。
国
分
中
央
高
校
園
芸

工
学
科
の
生
徒
さ
ん
と
担
当
教
諭

か
ら
の
楽
し
い
説
明
を
聞
い
た
後
、

６
鉢
ず
つ
受
け
取
っ
て
帰
り
ま
し

た
。
初
め
て
の
挑
戦
で
す
が
、
ニ

ガ
ウ
リ
と
ヘ
チ
マ
の
「
収
穫
祭
」

を
も
く
ろ
ん
で
い
ま
す
。
果
た
し

て
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
。
楽
し
い

夏
に
な
り
そ
う
で
す
。（
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
マ
マ
54
歳
女
性
）

●

楽
し
み
で
す
ね
。
緑
の
カ
ー
テ

ン
の
涼
し
さ
と
、
採
れ
た
て
の
ニ

ガ
ウ
リ
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

霧
島
の
山
で
遊
ん
だ
帰
り
に

立
ち
寄
り
た
い
と
思
い
な

が
ら
も
、
い
つ
も
通
り
過
ぎ
て
い

た
温
泉
の
ク
ー
ポ
ン
券
が
掲
載
さ

れ
、
大
喜
び
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
大
汗
を
か
く
の
で
温
泉
で

さ
っ
ぱ
り
し
て
家
路
に
就
い
た
ら

最
高
で
す
ね
。（
さ
ん
せ
い
46
歳

男
性
）

●

市
内
64
か
所
の
温
泉
施
設
を
め

ぐ
る
「
き
り
し
ま
ゆ
旅
」
を
実
施

中
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
泉
質
の
温

泉
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

毎
月
第
１
土
曜
日
の
国
分
図

書
館
、
毎
月
第
２
土
曜
日

の
隼
人
図
書
館
、
耳
か
ら
聞
く
語

り
を
子
ど
も
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

絵
本
や
紙
芝
居
と
も
一
味
違
い
、

耳
か
ら
聞
い
て
絵
を
思
い
浮
か
べ

る
体
験
を
、
身
近
な
図
書
館
で
楽

し
め
て
ラ
ッ
キ
ー
で
す
。
帰
り
に

は
絵
本
を
借
り
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
わ
が
子
た
ち
で
す
。（
る

ん
る
ん
42
歳
女
性
）

●

図
書
館
は
親
子
で
本
と
触
れ
合

え
る
夢
の
空
間
で
す
ね
。
13
ペ
ー

ジ
の
「
図
書
館
へ
行
こ
う
」
も
ご

覧
く
だ
さ
い
ね
。

５
月
21
日
の
南
日
本
新
聞
に

平
成
26
年
度
全
国
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
で
霧
島
市
の
「
広
報
き

り
し
ま
」
が
入
選
の
記
事
が
あ
り

ま
し
た
。
入
選
は
８
年
連
続
と
の

こ
と
で
、
私
た
ち
が
読
む
広
報
紙

が
全
国
的
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
一
市
民
と
し
て
誇

り
に
思
い
ま
す
。
心
よ
り
お
め
で

と
う
の
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

広
報
紙
づ
く
り
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。（
霧
島

人
62
歳
男
性
）

●

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
さ
ん
、
そ
し
て
読
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
霧
島
の
今

を
熱
い
思
い
を
持
っ
て
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
４
月
よ
り
社
会
復
帰
し
、

気
持
ち
新
た
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
５
月
号
に
載
っ
て
い
た

自
転
車
の
特
集
に
誘
発
さ
れ
、
爽

や
か
な
春
風
の
中
、
自
転
車
で
20

分
く
ら
い
の
距
離
の
通
勤
を
楽
し

み
ま
し
た
。
ま
ち
並
み
の
中
を
走

り
、
朝
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て

朝
か
ら
気
持
ち
よ
く
走
り
ま
し
た
。

で
も
、
残
念
に
思
う
光
景
も
目
に

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
る
日
、
生
後
２
～
３
週
間

の
目
が
明
い
た
ば
か
り
の

子
猫
を
保
護
し
ま
し
た
。
家
で
は

飼
え
な
い
の
で
、
保
健
所
に
連
絡

し
た
と
こ
ろ
、
自
力
で
ご
は
ん
を

食
べ
た
り
排
泄
で
き
な
い
状
態
で

は
、
保
健
所
で
も
面
倒
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
牧
之
原
の

畜
犬
セ
ン
タ
ー
に
送
ら
れ
、
殺
処

分
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

ど
ん
な
に
小
さ
く
て
も
命
で
す
。

簡
単
に
捨
て
た
り
殺
し
た
り
す
る

の
で
は
な
く
、
努
力
を
す
れ
ば
命

は
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
殺

処
分
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
県

の
職
員
さ
ん
の
気
持
ち
を
考
え
た

し
ま
し
た
。
田
植
え
準
備
が
進
ん

で
い
る
田
ん
ぼ
に
ビ
ン
や
空
き
缶

が
投
げ
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
農

家
の
方
も
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。

一
人
一
人
の
良
心
の
問
題
だ
と
思

い
ま
す
が
、
み
ん
な
が
気
持
ち
よ

く
過
ご
せ
る
ま
ち
で
あ
っ
て
欲
し

い
な
と
思
い
ま
す
。。

そ
れ
か
ら
、
毎
月
の
ク
ー
ポ
ン

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
て

も
楽
し
み
に
活
用
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
霧
島
市
の
お
店
が

も
っ
と
も
っ
と
発
展
し
ま
す
よ
う

に
。（
Ｍ
ｏ
ｚ
ｅ
43
歳
女
性
）

●

自
転
車
は
広
報
紙
が
き
っ
か
け

と
の
こ
と
で
、
編
集
者
と
し
て
う

れ
し
い
で
す
。
ご
み
は
残
念
で
す

ね
。
ク
ー
ポ
ン
の
ご
利
用
あ
り
が

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
苦
し
み
な

が
ら
死
ん
で
い
く
動
物
の
気
持
ち
、

痛
み
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
避

妊
・
去
勢
手
術
は
飼
い
主
の
義
務

で
す
。
迷
子
に
な
っ
た
愛
犬
・
愛

猫
が
い
た
ら
探
し
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い
し
ま
す
。（
さ
っ
ち
ゃ
ん

マ
マ
40
歳
女
性
）●

８
月
号
で
は
動
物
愛
護
に
つ
い

て
特
集
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
13
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
文
章
は
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

津之地美代子さん（隼人）

�問＝�子育て支援センター「ぴよぴよ」
☎（73）2371

子育て支援センター「ぴよぴよ」
は横川町の安良小学校近くにあ

ります。木々で囲まれた静かな環境
で、センターからは子どもたちの元
気な声が聞こえてきます。
お話し会や誕生会、園庭開放など
遊びに重点を置いた活動が中心で、
月に２回は牧園保健センターでも開
かれています。
牧園在住の神田理絵さんと柊

しゅう

人
と

ちゃんは週２回参加している常連さ
ん。牧園保健センターで参加したの
がきっかけで、「同世代の子どもと遊
ばせることができるし、子どもも人
見知りをしなくなりました。お母さ
ん方とのおしゃべりもとても楽しい
です」とにっこり。安良保育園の井上
裕美子園長は「子どもは遊びながら
育つんですよ。自分で動くことでふ
れあいを深め、いろんなことに関心
を持ってくれます」と話していました。

⃝利用日＝月～金（祝日除く）
⃝�時間＝午前10時～正午（園庭開放
と子育て相談は午後４時まで）
⃝�利用料＝無料（霧島市にお住まいの
親子ならどなたでも利用できます）

今回は横川にある子育て支
援センター「ぴよぴよ」を
ご紹介します。

神田理絵さん(29)、柊
しゅう

人
と

ちゃん(1歳7か月)

至湧水町県道55号

子育て支援センター
「ぴよぴよ」

県
道
50
号

県
道
50
号

至
さ
つ
ま
町

至
牧
園

丸岡公園

安良小学校
安良保育園

文
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〈随ずいそう想〉

6PRESENTS

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

霧島神宮から車で10分。鳥の鳴き声や風の音、
木々のざわめきに耳を澄ませながら、地鶏の炭
火焼きをメーンにこだわりの食材を使った素朴
な田舎料理の数々に心が和みます。

＝地鶏炭火焼「古里庵」  ☎（57）1290　霧島田口2594-63
営業時間：午前11時30分～午後３時30分　月火不定休（祝日を除く）

古
こ

里
り

庵
あん

自家製ドレッシング・
みそだれセットをプレゼント

負
け
て
覚
え
る
相
撲
か
な

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

霧
島
市
が
初
参
加
し
た
５
月

28
日
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」

の
朝
、
通
勤
途
中
に
散
歩
や
ジ

ョ
ギ
ン
グ
、
空
き
缶
拾
い
な
ど

の
清
掃
活
動
に
い
そ
し
ん
で
お

ら
れ
る
市
民
の
皆
さ
ま
を
か
ね

て
以
上
に
お
見
か
け
し
胸
が
熱

く
な
り
、
思
わ
ず
車
を
止
め
、

感
謝
と
激
励
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

Ｆ
Ｍ
き
り
し
ま
も
積
極
的
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
運
動
な
ど

へ
の
参
加
率
を
対
戦
相
手
の
岩

手
県
奥
州
市
と
競
い
つ
つ
、
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
と

い
う
主
旨
な
ど
を
繰
り
返
し
放

送
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
へ
の
参
加

率
は
、
霧
島
市
が
57
・
８
％
、

奥
州
市
が
65
・
５
％
。
６
回
目

の
挑
戦
と
な
る
先
輩
力
士
、
奥

州
市
に
胸
を
借
り
た
負
け
相
撲

と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
感

動
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回

の
取
り
組
み
は
、
来
年
の
霧
島

市
誕
生
10
周
年
を
前
に
、
市
民

の
一
体
感
を
強
め
る
素
晴
ら
し

い
取
り
組
み
に
な
り
ま
し
た
。

な
に
よ
り
も
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ

ー
の
お
か
げ
で
久
し
ぶ
り
に
運

動
し
た
ら
気
持
ち
が
良
か
っ

た
」
と
い
う
市
民
の
皆
さ
ま
の

声
。
今
後
と
も
元
気
と
笑
顔
と

健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ

ら
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◎人口／127,759人（＋500）
男性／ 61,458人（＋409）
女性／ 66,301人（＋91
出生 87人／死亡114人
転入1,523人／転出989人
◎世帯数／59,658世帯（＋656）

（平成26年５月１日現在）

ED
IT

O
R

'S

子どものころガンプラにハマった私。ためた小遣いを握り締め近所
のおもちゃ屋へ駆け付ける。組み立てる前にまず箱を眺めてニン

マリ。完成品を並べてまたニンマリ。今回の取材でマルタカヤさんに通
うたびその記憶がよみがえった。大人も夢中になる何かがある（川床）

思い出の味で紹介した鈴木さんが作る料理は、油みそ以外にも、具
だくさんのがねやミルクくず餅などどれもおいしくて優しい味でし

た。埼玉に住むお孫さんも、その味を求めて習いに来ることも。母から
子、そして孫へと受け継がれる味に、お腹も心も満たされました（美坂）

昔３年間広報担当だった。最初は原稿用紙に手書きでカメラはマ
ニュアル。ワープロ原稿作成やオートフォーカスのカメラになったと

きは衝撃的だった。今はデジカメにパソコン。原稿もデータ送信。すご
い時代になった。時代の流れについていけるよう頑張らねば（上小園）

特集取材のため、牧園、霧島方面へ何度も足を運びました。まぶし
い新緑、青空に映える霧島山。そしてホールで聴いた素晴らしい

音楽。自然と音楽を堪能。でも一番感動したのは音楽祭を愛する皆さ
んの熱い思いでした。霧島国際音楽祭、聴きに行ってみませんか（上野）

霧島市ホームページ

も
あ
り
ま
す
。
降
っ
た
雨
は
、
山

林
に
染
み
込
み
、
や
が
て
そ
れ
が

貴
重
な
水
源
を
生
み
出
し
て
く
れ

る
か
ら
で
す
。

私
は
溝
辺
町
に
生
ま
れ
育
ち
42

年
に
な
り
ま
す
が
、
生
ま
れ
て
間

も
な
く
新
鹿
児
島
空
港
が
開
港
し
、

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
飛
行
機
が
青
空

に
飛
び
立
つ
姿
に
憧
れ
て
き
ま
し

た
。
自
宅
の
庭
で
親
に
抱
き
か
か

え
ら
れ
な
が
ら
飛
行
機
に
手
を

振
っ
た
り
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
飽

き
る
こ
と
な
く
飛
行
機
を
見
続
け

た
り
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
も
お
か
げ
さ
ま
で
現

在
は
、
鹿
児
島
空
港
で
働
か
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
私
を

育
ん
で
く
れ
た
水
、
そ
し
て
鹿
児

島
空
港
や
溝
辺
地
区
ほ
ぼ
全
域
を

支
え
て
い
る
水
は
、
実
は
豊
富
な

湧
き
水
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
い
る
人
は
意
外
と
少
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

空
港
か
ら
車
で
20
分
。
溝
辺
町

と
姶
良
市
の
堺
に
貫か

ん

水す
い

（
竹
山
水

源
）
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
こ
に
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出

る
水
が
あ
り
、
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し

て
各
地
に
配
ら
れ
て
い
ま
す
。
空

港
が
開
港
す
る
前
の
溝
辺
地
区
は

豊
富
な
河
川
も
な
く
、
生
活
用
水

は
井
戸
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
地
形
的
に

も
台
地
に
あ
る
こ
と
か
ら
生
活
用

水
の
確
保
に
は
か
な
り
苦
労
が
あ

り
、
や
む
な
く
水
を
求
め
て
谷
間

に
居
を
築
い
て
、
集
落
が
形
成
さ

れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
ん
な
状
況
か
ら
一
変
し
た
の

は
、
新
鹿
児
島
空
港
の
建
設
地
が

現
在
の
場
所
に
決
ま
り
、
昭
和
43

（
１
９
６
８
）
年
の
新
鹿
児
島
空

港
建
設
協
議
が
具
体
化
さ
れ
て
い

く
中
、
大
勢
の
人
が
利
用
す
る
た

め
の
水
源
を
新
た
に
確
保
す
る
必

要
が
で
た
か
ら
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

昭
和
47
年
４
月
に
鹿
児
島
空
港

が
開
港
し
て
２
回
の
変
更
を
経
て
、

現
在
の
水
源
利
用
に
至
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
空
港
が
開
港
し
た
お

か
げ
で
、
溝
辺
地
区
ほ
ぼ
全
域
の

生
活
用
水
は
も
と
よ
り
、
十
三
塚

原
台
地
で
も
と
も
と
盛
ん
だ
っ
た

農
業
に
対
す
る
灌か

ん

漑が
い

用
水
の
対
策

も
行
わ
れ
、
商
業
施
設
も
増
え
て

い
き
ま
し
た
。

鹿
児
島
空
港
で
も
年
間
に
約
13

万
立
方
㍍
の
水
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
豊
富
な
湧
水
量
の
お
か
げ

で
、
私
も
含
め
安
心
し
て
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

溝
辺
と
い
え
ば
や
っ
ぱ
り
「
お

茶
」。
飛
行
機
で
来
ら
れ
た
方
か

ら
「
上
空
か
ら
見
る
と
、
鹿
児
島

空
港
近
辺
は
緑
色
の
じ
ゅ
う
た
ん

が
敷
か
れ
て
い
る
み
た
い
だ
」
と

Profile

溝辺の『水』に感謝
◎有村  和久

今
年
の
夏
は
、
雨
や
曇
り
の
日

が
多
く
、
気
温
も
平
年
並
み
か
低

く
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

梅
雨
の
長
雨
は
ジ
ト
ジ
ト
と
し

て
気
分
的
に
も
嫌
に
な
り
ま
す
が
、

一
方
で
、
雨
は
「
水
」
と
い
う
生

命
に
欠
か
せ
な
い
も
の
を
自
然
に

も
た
ら
し
て
く
れ
る
天
然
資
源
で

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
く
ら
い
お
茶

の
生
産
は
盛
ん
で
す
が
、
そ
れ
以

外
に
も
ブ
ド
ウ
や
ナ
シ
、
イ
チ
ゴ
、

野
菜
、
畜
産
な
ど
県
下
で
も
有
名

な
農
畜
産
物
の
産
地
で
す
。

昔
、
水
に
苦
労
し
た
方
々
の
手

に
よ
っ
て
今
日
に
至
る
ま
で
何
不

自
由
な
く
水
を
利
用
し
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
私
た
ち
の

子
ど
も
世
代
、
ま
た
そ
の
先
ま
で

竹
山
水
源
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

け
た
ら
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
社
の
机
で
毎
日
資
料
に
囲
ま

れ
な
が
ら
、
時
々
霧
島
茶
で
一
服

し
、
今
年
の
夏
も
お
い
し
い
ブ
ド

ウ
や
ナ
シ
を
食
べ
ら
れ
る
こ
と
を

想
像
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

有
村
さ
ん
が
設
置
に
携
わ
っ
た
鹿
児
島
空
港

１
階
に
あ
る
霧
島
市
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
で
は
、
霧

島
茶
を
無
料
で
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
す

◎ 「広報きりしま」にお便りをくださった方の中から地鶏炭火焼「古
こ

里
り

庵
あん

」の自家製ドレッシング・みそだれセットを４人の方にプ
レゼント。応募締め切りは６月23日（月）当日消印有効です。※当選の発表は、商品の発送を持ってかえさせていただきます。

５月号の国立公園のコーナーで紹介し
た「中岳中腹探勝路」。取材した４月には
まだ咲いていなかったミヤマキリシマに会
いに行きました。３年前の新燃岳噴火で
枯れた枝。その下から再生しピンクに色づ
く花。枯れ枝と花がある光景は今しか見
られない貴重なものです。自然の力を感
じ、私もパワーをもらいました。例年、韓
国岳では６月中旬ごろまでミヤマキリシ
マを見られるので、登りたいです（上野）

再生（霧島）�
５月16日  午前11時14分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ17 ～ 55㎜
F2.8　1/100s　 F22.0　 ISO320

今月の表紙

ありむら かずひさ（42）

地元の大学を卒業後、鹿児島空港
ビルディングへ入社。国内空港初
の天然温泉足湯「おやっとさぁ」
や観光・特産品情報コーナーの設
置などにも携わった。現在は総務
部総務課に所属。趣味はスポーツ
全般で、特に最近は子どもが所属
するバレーボール少年団の応援に
熱が入っている。溝辺町在住。

鹿児島高専吹奏楽部
第14回定期演奏会

http://www.korian.info
夜のご予約承ります（2,500円～）

入場無料

私たち鹿児島高専吹奏楽部は、顧問の幸田先生、松
田先生の指導の下、部員36人で頑張っています。子
どもから大人まで楽しめる曲をご用意しました。ロ
ボットＢ

バッハ

ＡＣＨ君の演奏も必見です。高専サウンド
をぜひ聞きに来てください。 問＝鹿児島高専【幸田】  ☎ （42）9094

6月29日㈰
午後２時開場、午後２時30分開演
■霧島市民会館　
■演奏曲
♪恋するフォーチュンクッキー
♪ハイプレッシャー
♪ジブリメドレー　ほか

特別出演 天降川小学校金管バンド

若者掲示板
サークル

や地域お
こしグ

ループなど
活動紹介や

会員

募集を掲載
しています

。

市の情報をタイムリーに
お知らせします。

霧島市公式ツイッター

市ホームページまたは携帯
サイトをご覧いただけます。
ご利用の携帯電話や読み取
りアプリによって表示され
る内容が異なります。
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